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（平成27年３月末日現在）

●人　口　32,388人（対前月－137人）

　　　　   （男／ 15,496人　女／ 16,892人）
●世帯数　11,412世帯（対前月＋１世帯）

　　17日（日）

５月２日（土）～６日（水）

　　27日（水）

　  29日（金）～

総合防災訓練 

九年庵 春の一般公開

神埼市チャレンジデー 2015

５月定例議会　

平日　８：30 ～ 17：15

　※毎週火曜日は、市民課窓口は19時まで受付。（本庁のみ）

固定資産税（１期）　　軽自動車税（全期）

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの15分番組

　毎月第３・４週

　８：30 ～、12：30 ～、17：45 ～、21：35 ～

・「ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼」ＦＭ佐賀 毎週水曜日　12：00 ～

　
４
月
５
日
、
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
ラ
ン
ナ
ー

が
市
内
を
駆
け
抜
け
る
頃
に
は
、
朝
方
ま
で
の
雨

が
嘘
の
よ
う
に
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

　
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
で
は
、
名
物
の
物
見
や
ぐ

ら
を
背
景
に
、
ぜ
ん
ざ
い
や
そ
う
め
ん
、
吹
奏
楽

部
の
演
奏
で
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
ラ
ン
ナ
ー

が
神
埼
市
を
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

今
月
の
表
紙

「
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」
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５ 

月

脊振中学校３年

内村　優允 さん

作
者
コ
メ
ン
ト

　
最
上
級
生
と
な
り
、
部
活
動
・
生
徒
会
活
動
と

学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
中
体
連
、
体
育
大
会
、
文

化
発
表
会
、
高
校
受
験
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
「
神
埼
」
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
一
つ
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
が
、
集
中
し
て
書
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
今
年
度
は
、
市
内
中
学
校
に
題
字
を
担
当
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
政
10
年
目
に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る
③
／
夜
の

市
長
室
／
交
際
費
の
公
表 

��
�
�
�
�
�
�

４

６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
「
住
民
総
合
健
診
」 

�
�

６

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う
!! 

��
�
�
�

９

神
埼
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す 

��
�
�

10

市
税
納
期
の
お
知
ら
せ
／
軽
自
動
車
税
の
減
免
制

度
を
ご
存
知
で
す
か 

��
�
�
�
�
�
�
�
�

14

神
埼
市
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト

／
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す 
��
�
�
�

15

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す 

��
�
�
�
�
�
�

16

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
！
／
筋
力

ア
ッ
プ
養
成
塾
参
加
者
募
集
／
体
力
測
定
を
実
施

し
ま
す 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

17

さ
わ
や
か
健
康
教
室
参
加
者
募
集
！
／
神
埼
市

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
／
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
ご
協
力
を

 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

18

急
速
充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た
／
行
政
・
人
権
相

談
／
本
年
度
か
ら
３
つ
の
計
画
が
完
成
し
ま
し
た

 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

19

平
成
27
年
度
新
規
採
用
職
員
の
紹
介
／
な
な
つ
星

か
ら
感
謝
状
の
贈
呈 

��
�
�
�
�
�
�
�
�

20

物
産
館
情
報
／
水
車
の
里
遊
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／

「
春
の
農
作
業
安
全
運
動
」
実
施
中
！ 

�
�
�
�

21

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�

22

家
読
（
う
ち
ど
く
）
モ
デ
ル
地
区
を
募
集
！
／
は

ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
行
事
予
定
表
／
お
む
す
び
チ
ー
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

23

新
人
さ
ん
講
座
報
告
／
い
き
い
き
大
学 

��
�

24

子
ど
も
ク
ラ
ブ
発
表
会
報
告
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ

イ
ム 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

25

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
／
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
募
集 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

26

こ
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
／
日
曜
祝
日
在
宅
当
番

医
／
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関
す
る
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
す 

��
�
�
�
�
�
�
�

27

情
報
板 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

28

相
談 
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

31

Ｆ
Ｍ
佐
賀 
Ｍ
Ｙ 

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

神
埼 

��
�
�
�

32

２
人
の
ふ
る
さ
と
神
埼 

��
�
�
�
�
�
�
�

33

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５ 

��
�
�
�
�
�

34

ま
ち
の
話
題 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

36

趣
味
あ
い
あ
い 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

38

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
文
芸

コ
ー
ナ
ー 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

39

王
仁
博
士
生
誕
地
（
韓
国
霊
岩
郡
）
で
春
享
大
祭

に
参
加 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

40
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伊
東
玄
朴
顕
彰
事
業

　

地
域
の
活
性
化
を
図
る
に
は
二
つ
の

考
え
が
あ
る
こ
と
を
先
に
述
べ
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
市
内
に
あ
る
歴
史
文
化

遺
産
を
活
か
し
た
「
日
本
史
を
学
べ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
で
あ
る
伊
東
玄

朴
の
顕
彰
を
通
じ
た
そ
の
拠
点
づ
く
り

の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

伊
東
玄
朴
は
１
８
０
０
年
（
寛
政
12

年
）
12
月
28
日
に
旧
仁
比
山
村
（
現
神

埼
町
仁
比
山
地
区
）
で
、父
は
執
行
重
助
、

母
は
繁
の
間
に
生
ま
れ
、
７
歳
離
れ
た

弟
と
二
人
兄
弟
で
育
ち
ま
す
。
14
歳
で

漢
方
の
医
術
を
学
び
、
21
歳
で
家
督
を

弟
（
玄
瑞
）
に
譲
り
佐
嘉
の
蘭
方
医
（
島

本
良
順
）
に
就
い
て
蘭
学
を
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
23
歳
で
シ
ー
ボ
ル
ト
が
開
設
し

た
鳴
滝
塾
に
通
い
蘭
医
学
を
学
び
、
27

歳
で
江
戸
に
て
医
業
を
開
業
、
猪
俣
伝

次
右
衛
門
の
娘 

照
と
結
婚
し
、
翌
、
28

歳
で
諸
般
の
状
況
か
ら
伊
東
玄
朴
と
改

名
し
ま
す
。

　

１
８
３
３
年
（
天
保
４
年
）、
玄
朴
は
、

32
歳
で
蘭
学
塾
「
象
先
堂
」（
現
在 

台
東

区
１
丁
目
30
番
地
）
を
開
設
、
40
歳
で

人
痘
を
用
い
て
の
接
種
に
成
功
、
42
歳

の
時
に
蘭
書
を
翻
訳
し
て
佐
賀
藩
に
献

上
し
、
１
８
４
３
年
（
天
保
14
年
）
12

月
に
鍋
島
家
御
匙
医
と
な
り
ま
す
。
１

８
４
９
年
（
嘉
永
２
年
）
８
月
７
日
に

は
鍋
島
家
の
藩
医 

楢
林
宗
建
が
藩
主
直

正
公
の
長
男
淳
一
郎
ら
に
牛
痘
種
を
接

種
し
て
成
功
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
漢
方
医
と
蘭
方
医
と
の

確
執
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
、

玄
朴
57
歳
で
種
痘
所
建
設
が
認
め
ら
れ
、

伊
東
玄
朴
が
中
心
と
な
っ
て
蘭
方
医
83

人
の
協
力
で
資
金
を
集
め
「
お
玉
ヶ

池
種
痘
所
（
現
在 

台
東
区
岩
本
町

二
丁
目
あ
た
り
）」
が
、
１
８
５
８

年
（
安
政
５
年
）
５
月
７
日
に
開

設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
年
７
月

３
日
に
は
蘭
方
医
と
し
て
初
め
て

幕
府
奥
医
師
と
な
り
ま
す
。

　

東
大
医
学
部
の
原
点

　

同
年
12
月
15
日
「
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
」

が
火
災
に
遭
い
、
１
８
５
９
年
（
安
政

６
年
）、
種
痘
所
を
再
建
（
台
東
区
一
丁

目
・
神
田
和
泉
橋
通
り
）
し
、
種
痘
予

防
と
西
洋
医
学
講
習
を
再
開
し
て
い
ま

す
。
種
痘
所
は
１
８
６
０
年（
万
延
元
年
）

に
幕
府
直
轄
と
な
り
、
１
８
６
１
年
（
文

久
元
年
）
に
「
西
洋
医
学
所
」
と
改
名
、

１
８
６
３
年
（
文
久
３
年
）
に
は
再
び

「
医
学
所
」
と
改
称
さ
れ
ま
す
。
明
治
時

代
に
な
っ
て「
大
学
東
校
」と
改
め
ら
れ
、

更
に
そ
の
後
、
本
郷
に
移
転
さ
れ
て
東

京
大
学
医
学
部
に
発
展
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
西
洋
医
学
の
発
展
に
生
涯

を
尽
く
し
た
神
埼
市
仁
比
山
出
身
の
伊

東
玄
朴
は
、
１
８
６
８
年
（
明
治
元
年
）

に
隠
居
願
い
を
出
し
、
家
督
を
伊
東
方

成
に
譲
り
、
１
８
７
１
年
（
明
治
４
年
）

正
月
２
日
に
生
涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
東
京
都
台
東
区
谷
中
下
谷
三

崎
町
の
臨
済
宗
天
龍
院
に
葬
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
大

学
医
学
部
・
医
学
部
付
属
病
院
は
、
１

８
５
８
年
（
安
政
５
年
）
５
月
７
日
に

設
立
さ
れ
た
「
神
田
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
」

が
始
ま
り
で
、
１
８
５
９
年
（
安
政
６

年
）
神
田
和
泉
橋
通
り
に
そ
の
種
痘
所

が
移
転
。
１
８
６
０
年
（
万
延
元
年
）

に
こ
の
種
痘
所
は
官
立
と
な
り
、
翌
年

１
８
６
１
年
（
文
久
元
年
）
に
「
西
洋

医
学
所
」
と
改
称
、
１
８
６
３
年
（
文

久
３
年
）
に
は
「
医
学
所
」
に
改
称
さ

れ
、
更
に
「
大
学
東
校
」、「
東
校
」
と

改
め
ら
れ
、
１
８
７
７
年
（
明
治
10
年
）

に
現
在
の
本
郷
に
東
京
大
学
が
創
建
さ

れ
、
東
京
大
学
医
学
部
と
変
遷
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
東
玄
朴
ら
が
設
立

市
政
10
年
目（
節
目
）に
あ
た
り
課
題
を
考
え
る 

③

　
　
　
　

市
内
の
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

市
長
　
松
本
　
茂
幸

▲伊東玄朴
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夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ
　市長公室　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

６月２日（火）18：00～
　20：00

脊振支所

７月７日（火） 神埼市役所

※当日は来庁順で受け付けを
行います（１組30分程度）。

※お住まいの地区に関係なく
起こしいただけます。

し
た
種
痘
所
「
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
」
は
、

現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
の
出
発
そ
の

も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
江

戸
在
住
蘭
方
医
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

基
づ
く
連
携
し
た
業
績
は
、
我
が
国
近

代
医
学
発
展
の
定
礎
で
あ
り
、
神
埼
市
・

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
佐
賀
県
、
日
本
国

の
誇
り
で
あ
り
、
宝
で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
伊
東
玄
朴
を
広
く
顕
彰
す
る
根
拠

が
あ
っ
て
、
神
埼
市
の
偉
人
が
日
本
近

代
医
学
、
日
本
近
代
文
明
出
発
の
関
わ

り
を
明
ら
か
に
す
る
情
報
を
発
信
し
た

い
、
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
に
伊
東

玄
朴
顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
、
伊
東
玄
朴

生
誕
記
念
式
典
の
開
催
を
は
じ
め
伊
東

玄
朴
に
関
わ
る
調
査
研
究
や
小
中
学
生

及
び
市
民
の
方
々
へ
の
周
知
を
図
る
講

演
会
の
開
催
、
伊
東
玄
朴
の
足
跡
を
た

ど
る
視
察
研
修
な
ど
を
積
極
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

施
設
整
備
へ
の
検
討
・
協
議
会

　

今
後
は
、
玄
朴
生
家
を
は
じ
め
と
す

る
「
伊
東
玄
朴
記
念
館
」
の
建
設
と
資

料
収
集
展
示
、「
玄
朴
の
一
生
（
仮
称
）」

と
い
っ
た
動
画
作
成
と
放
映
な
ど
伊
東

玄
朴
に
関
わ
る
施
設
整
備
を
進
め
る
た

め
の
検
討
・
協
議
会
を
近
々
に
組
織
し

ま
す
。
神
埼
市
の
歴
史
文
化
遺
産
の
拠

点
及
び
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て

の
環
境
施
設
整
備
を
行
い
、
市
内
外
か

ら
の
集
客
と
神
埼
市
の
活
性
化
を
促
進

し
ま
す
。

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
市
内
の
偉

人
（「
神
埼
の
偉
人
35
」）
を
教
育
現
場

に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
な
ど
子
ど
も
た

ち
の
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
伊
東
玄
朴
へ
の
関

心
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
顕
彰

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
へ
参
画
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
活
性

化
へ
の
市
民
活
動
を
特
に
お
願
い
し
ま

す
。

市長交際費の公表
（平成27年１月～３月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0

御　祝 31 101,000

激　励 0 0

会　費 1 1,500

見舞い 1 50,000

その他 2 15,380

計 35 167,880

知
名
度
抜
群
の

神
埼
ア
ス
パ
ラ
!!

 

４
月
15
日
、
私
は
、
今
村
雅
弘
代
議
士

の
仲
介
で
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
と
の

面
談
が
叶
い
、
城
原
川
ダ
ム
検
証
会
議
の

開
催
促
進
と
道
路
、
河
川
、
防
災
と
幅
広

く
要
望
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
模
様
は
４
月
16
日
の
各
社
新
聞
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

要
望
の
終
了
間
際
に
、
太
田
大
臣
か
ら

「
佐
賀
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
一
番
美
味
し

い
ん
だ
っ
て
ネ
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
千
代
田
地
区
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産

が
急
増
し
、
県
下
で
も
優
秀
だ
と
は
承
知

し
て
い
た
も
の
の
、
大
臣
か
ら
真
っ
先
に

「
ア
ス
パ
ラ
」
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ

た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
生
産
者
の
努
力

と
が
ん
ば
り
に
感
謝
し
ま
す
。

　

先
に
、
天
皇
陛
下
が
パ
ラ
オ
を
訪
問
さ

れ
た
際
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
召
し
上
が
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
日
本

か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
、
佐
賀
県
産
だ
っ
た

と
知
っ
た
と
き
、
秘
か
に
神
埼
産
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
だ
っ

た
の
で
は
�

　

こ
れ
か
ら
大

い
に
宣
伝
し
よ

う
と
!!

▲伊東玄朴旧宅
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６月からスタート！

「住民総合健診」
住民総合健診とは・・・
　健康診査や各種がん検診を同日に受けることができる健診で、市内３会場で開催し、休日・夜間健診も行います。

　若年健診、各種がん検診については、３月配布の各

種健診申込書にて申し込みのあった方に、対象となる

健診の受診票をすべてお送りします。

　案内通知をお読みになり、ご希望

の健診受診票にご記入ください。

　不要な受診票は、健診会場で回収

します。

　また、後期高齢者医療保険や神埼市国民健康保
険にご加入の方、生活保護世帯に属する方には、
対象となる方全員に健康診査受診票が届きます。

　市内３会場で行い、土・日曜日に休日健診も実施します。

　今年度の住民総合健診「神埼会場」は、「神埼市中央公民館」です！

　夜間健診では、胃がん検診は実施していませんので、ご注意ください。

・生活保護世帯に属する方は、負担金がすべて免除に
なります。

　健診会場の料金・受付窓口で、「生活保護証明書」
を提出してください。（あらかじめ福祉課で証明発
行の手続きをお願いします）

・市民税非課税世帯に属する方は、若年健診、各種が
ん検診の負担金が免除となります。

　印鑑をご持参のうえ、健診会場の料金・受付窓口で
申請してください。

※神埼市国保特定健診の負担金は免除の対象とはなり
ません。

会　場 月　　日 受付時間

神埼市中央公民館
６月16日（火）・17日（水）・18日（木）

８：30 ～ 10：30

７月12日（日）・13日（月）・14日（火）
　　27日（月）・28日（火）・29日（水）

脊振勤労者体育館 ８月21日（金）・22日（土）

千代田町保健センター
９月15日（火）・16日（水）
　　17日（木）・18日（金）
　　27日（日）・28日（月）

会　場 月　　日 受付時間

神埼市中央公民館 ６月17日（水） 18：00 ～ 19：30

〈同封内容〉
○案内通知
○受診票
・健康診査受診票
・各種がん健診受診票

★６月上旬までに各種健診受診票が届きます

★健診会場および日程

★夜間健診

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係　☎51-1234

※負担金の免除申請について

健 康
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項目 対象者 内容 負担金

若年健診 20 ～ 39歳
血液検査・尿検査・
身体計測・血圧測定・診察

400円

神埼市国保
特定健診

40歳～受診当日74歳
血液検査・尿検査・
身体計測・血圧測定・診察

1,000円

※特定健診については、「生活保護世帯に属する方」や「神埼市国民健康保険にご加入の方」以外の方は、
それぞれご加入の健康保険（協会けんぽ・健保組合等）にお問い合わせください。

後期高齢者
健診

後期高齢者医療保険
加入者（75歳以上等）

血液検査・尿検査・
身体計測・血圧測定・診察

無料

結核・肺がん
検診

40歳以上
胸部レントゲン検査
※65歳以上の方には
　結核検診を追加

500円

喀痰検査 50歳以上
喀痰検査
※肺がん検診受診者
　のうち必要者のみ

500円

胃がん
検診

40歳以上 バリウム投与による胃透視 500円

大腸がん
検診

40歳以上 便潜血反応検査（２日法） 500円

前立腺がん
検診

50歳以上男性 血液によるPSA検査 500円

肝炎ウイルス
検査

20歳以上
B型・C型肝炎ウイルス検査
※過去に検査歴の
　ない方のみ

無料

歯とお口の
検診

20歳以上
歯と歯肉の検査
※土・日曜日のみ

無料

　女性特有の子宮頸がん検診、乳がん検診、骨粗しょ

う症健診は、レディース検診として、10月以降に実

施を予定しています。

　住民総合健診の日程では都合のつかない方、子宮頸がん検診・乳

がん検診も同日に受けたい方は、「毎日健診」をご利用ください。

　会場が佐賀市にはなりますが、平日はいつでも都合の良い健診日

を選ぶことができ、健康診査や各種がん検診など、市で実施してい

る健診のほとんどを、住民総合健診等と同じ料金で、１度に受ける

ことができます。

　詳細は、市報かんざき４月号をご覧ください。

※同一年度内に同じ健診を２回受けることはできません。

〇予約先

　佐賀県医師会成人病予防センター

　☎31-8835

　申し込みをしたのに、５月上旬までに日程通知が届

かなかった方や申し込みがお済みでない方は、健康増

進課までご連絡ください。

★住民総合健診で行っている健診項目

★子宮頸がん検診、乳がん検診、骨粗しょう症検診は別日に実施

★今年度は、４月１日から「毎日健診」を受けることができます！
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健 康
♪健康コラム♪　　　「ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）ってな～に？」
　主に長期間にわたる喫煙が原因で、肺に炎症が起こ
り、肺の中の空気の流れが悪くなる病気です。
　肺に慢性的な炎症が起きることで、せき、痰などの
症状が長期間続いて、息切れや息苦しさ、呼吸困難な
どの症状があらわれます。初めは風邪のような軽い症
状ですが、治療を受けずに放置すると次第に症状が悪
化します。
　重症になると、数分間歩いただけで息切れがしたり、

特にマダニの活動が盛んな「春」から「秋」にかけて注意が必要です。
・草むらや藪などでは、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、なるべく肌の露出を少なくする。

タオルや上着などは地面に置いたり、木にかけたりせず、バックの中などにしまう。
・活動後は、ダニに咬まれていないか確認し、車や自宅に入る前に服をはたく。

もし、ダニに咬まれたら・・・
　見つけたら早めに取り除くことが肝心です！
　吸血中のマダニに気づいたら、できるだけ医療機関（皮膚科）で処置を受けてください。
　ダニに咬まれても痛みやかゆみはあまりなく、気づかないことが多いので、ダニの生息する場所での活動
後数日～２週間程度経って、発熱・発疹・消化器症状（下痢など）が出た場合には、早めに医療機関を受診
してください。
※マダニは、家庭内に生息するダニ（食器等に発生するコナダニや衣類や寝具に発生するヒョウダニ）とは

種類が異なります。固い外皮に覆われた比較的大型（吸血前で3 ～ 4mm、吸血後は1cm程度にもなります）
のダニで、主に森林や草地等の屋外に生息しており、市街地周辺でも見られます。

あなたの善意を待っている人がいます。

【日時】５月27日（水）
　　　 ９：00 ～ 12：00、13：20 ～ 16：00

【会場】神埼町保健センター
　献血バスでは400mℓ献血をお願いしています。
　400mℓ献血ができるのは、17 ～ 69歳※の男性または18 ～ 69歳※の女性で、体重50kg以上の方です。
※65歳以上の方は60 ～ 64歳の間に献血を経験された方に限られます。
　献血にご協力いただいた方には、神埼ライオンズクラブ・神埼ロータリークラブより、プレゼントがあ
　ります。
◎問い合わせ　佐賀県赤十字血液センター　☎32-1011

衣服の着替えをする時にも息が切れるなど、ちょっと
した動作でも呼吸困難が起こるようになります。この
ように、ＣＯＰＤは、日常生活に
悪影響を及ぼすだけでなく、場合に
よっては生命が脅かされることもあ
ります。
　思い当たる症状がある方は、早め
に医療機関を受診しましょう。

〈ダニ媒介性感染症に注意！〉

♥いのちをむすぶ、支えあい～献血～

 有
料
広
告

有
料
広
告
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子どもの体や脳の成長発達のために
生活リズムを整えましょう!!

　なぜ夜になると眠くなり、昼間は起きて活動するのでしょう？
　人の体は、太陽のリズム（自然のリズム）に合わせていろいろ
なホルモンを出しているため、昼間は活動して夜は休むようにで
きているのです。

　脳の視床下部というところが生活リズムをつくって
います。視床下部は、食欲や睡眠と覚醒の調節、体温
や血圧の調節などをおこなっています。生後３ヶ月頃
から働き始め、４歳頃にほぼ完成します。その後、大
脳が発達します。大脳は高度な脳で、理性や総合的に
考え判断するといった、人にしかできないことをする
脳です。大脳は６歳頃に完成します。大脳がしっかり
と完成するには、脳がほぼできあがるまでの時期に視
床下部がスムーズに働き、情緒が安定していることが
大切です。

　太陽のリズムにあった生活リズムをつくってあげま
しょう。生活リズムは、朝起こしてつくっていきます。
朝の光を浴びることで視床下部は、眠りを誘い情緒を
安定するホルモンを15 ～ 16時間後に出してくれま
す。

　１歳の女の子とお母さんの体重や各栄養素の差を比
べてみましょう。１歳の女の子のエネルギーと各栄養
素は、だいたいお母さんの半分程度必要になってきます。
　また、体重１kgあたりで比べてみると、お母さん
の必要量を「１」とした場合、子どもは体をつくるの

性別 男性 女性
身体活動レベル Ⅰ（低い） Ⅱ（ふつう） Ⅲ（高い） Ⅰ（低い） Ⅱ（ふつう） Ⅲ（高い）
６～７歳 1,350 1,550 1,750 1,250 1,450 1,650
８～９歳 1,600 1,850 2,100 1,500 1,700 1,900

10 ～ 11歳 1,950 2,250 2,500 1,850 2,100 2,350
12 ～ 14歳 2,300 2,600 2,900 2,150 2,400 2,700
15 ～ 17歳 2,500 2,850 3,150 2,050 2,300 2,550
18 ～ 29歳 2,300 2,650 3,050 1,650 1,950 2,200
30 ～ 49歳 2,300 2,650 3,050 1,750 2,000 2,300

（例） エネルギー
（Kcal）

たんぱく質
（ｇ）

カルシウム
（mg）

鉄
（mg）

ビタミンA
（µg）

ビタミンB1
（mg）

ビタミンB2
（mg）

ビタミンC
（mg）

ビタミンD
（µg）

１歳（女の子）
体重約９kg

800 20.0 400 4.5 350 0.50 0.50 40 2.5

20歳代女性
体重約50kg

1,680 45.5 650 10.5 650 1.10 1.20 100 5.5

　着替えや顔を洗うなどの皮膚の刺激、声や音の刺激
も一緒に与えましょう。また、朝ごはんを食べること
は、内臓を目覚めさせ、消化や代謝のリズムを整えま
す。脳と体のためのエネルギーとなる朝ごはんをきち
んと食べましょう。

に必要な栄養素は、少なくても大人の２倍、多いもの
だと４倍必要になります。体は小さいですが、体重１
kgあたりで比較すると大人より多くの栄養を必要と
しています。これは、体の組織を作り、成長していく
ために必要です。

◆生活リズムをつくっているのは体のどこでしょう？

◆視床下部がスムーズに働くためには？

★子どもの体はこんなに欲しがっているんだよ★

★１日に必要なエネルギー量★「日本人の食事摂取基準（2015年版）」より抜粋

◎問い合わせ　　健康増進課　☎51-1234

　市報かんざき２月号
Ｐ５の表１で示した「日
本人の栄養所要量」は、
左記の「日本人の食事
摂取基準」に改定され
平成27年４月に最新版
が示されています。
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神埼市の財政事情を公表します神埼市の財政事情を公表します
　市では、市民の皆さまに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政がどのような状況に
あるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。
　今回は、平成２６年度最終予算の状況をお知らせします。 ◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37－0101

【平成26年度　一般会計　　最終予算　150億5,635万円】

【ポイント】
　「自主財源」とは市が自主的に調達できる収入、

「依存財源」とは国・県から交付されたり割り当
てられたりする財源や地方債（借入金）のことで
す。国・県支出金は、国や県が使い道を指定して
市に交付するお金で、道路や学校等の公共施設の
整備や社会保障関係経費などに使われます。

【分析】
　26年度の歳入最終予算は、150億5,635万円
と前年度と比較してほぼ横ばいとなりました。自
主財源が32.4％に対して依存財源は67.6％であ
り、神埼市の行政サービスの多くは地方交付税や
国・県支出金などによる依存財源で支出されてい
る状況です。中でも、地方交付税が33.8％、国
庫支出金が14.5％で歳入全体の約5割を占める構
成となっております。今後、地方交付税が減少す
るなど厳しい財政状況が予想されます。自主財源
の更なる確保と合わせ、歳入に見合った歳出規模
を基本とすることが重要になります。

地方税
31億7,780万6千円

地方税
31億7,780万6千円

分担金・負担金
2億2,218万6千円
分担金・負担金
2億2,218万6千円

使用料・手数料
2億6,315万4千円
使用料・手数料
2億6,315万4千円

繰入金・繰越金
8億6,102万2千円
繰入金・繰越金
8億6,102万2千円

寄附金・財産・諸収入
3億5,450万4千円
寄附金・財産・諸収入
3億5,450万4千円

地方譲与税
1億4,700万1千円
地方譲与税
1億4,700万1千円

各種交付金
3億7,253万7千円
各種交付金
3億7,253万7千円

地方交付税
50億9,501万6千円
地方交付税

50億9,501万6千円

国庫支出金
21億7,913万2千円
国庫支出金

21億7,913万2千円

県支出金
10億1,919万6千円

県支出金
10億1,919万6千円

地方債
13億6,480万円

地方債
13億6,480万円

歳入

依存財源
67.6％

自主財源
32.4％

◆歳入には、市税や国・県からの支出金、地方交付税や銀行な
どからの借入金があります。

【歳入】

用 

語 

解 

説

◆
歳
入

地
方
交
付
税

　

全
国
す
べ
て
の
市
町
村
が
等
し

く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も

の
地
方
債

　

市
が
財
政
上
必
要
と
す
る
資
金

を
外
部
か
ら
調
達
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
負
担
す
る
債
務

分
担
金
・
負
担
金

　

市
が
行
う
事
業
で
、
事
業
の
受

益
者
に
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
も
ら
う
も
の

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

特
定
事
業
に
対
す
る
国
、
県
か

ら
の
補
助
金

繰
入
金

　

こ
れ
ま
で
積
み
立
て
た
基
金
な

ど
か
ら
繰
り
入
れ
る
財
源

◆
歳
出

総
務
費

　

税
務
、
戸
籍
、
選
挙
、
統
計
な

ど
の
事
務
や
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
か
か
る
経
費

民
生
費

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
障
が
い
者

な
ど
の
福
祉
、
保
育
園
運
営
、

同
和
対
策
や
人
権
啓
発
、
国
民

年
金
事
務
な
ど
に
か
か
る
経
費

衛
生
費

　

病
気
の
予
防
や
健
康
相
談
、
ご

み
処
理
な
ど
に
か
か
る
経
費

土
木
費

　

道
路
、
都
市
整
備
な
ど
に
か
か

る
経
費

公
債
費

　

過
去
に
市
が
借
り
た
お
金
（
地

方
債
な
ど
）を
返
す
た
め
の
経
費

扶
助
費

　

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て

生
活
困
窮
者
や
身
体
障
害
者
な

ど
に
対
し
て
そ
の
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費

物
件
費

　

人
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助

費
、
補
助
費
等
以
外
の
市
が
支

出
す
る
消
費
的
性
質
の
経
費
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神埼市の財政事情を公表します神埼市の財政事情を公表します
　市では、市民の皆さまに納めていただいた税金がどのように使われているか、市の財政がどのような状況に
あるのかをお知らせするため、財政事情を公表しています。
　今回は、平成２６年度最終予算の状況をお知らせします。 ◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37－0101

【ポイント】
　歳出は、議会費や総務費などの目的別に分け
られ、それぞれが扶助費や物件費などといった
性質の経費で構成されています。

【分析】
　民生費と衛生費において歳出予算全体の約4
割を占めており、少子高齢者化や医療費の増加
といった課題に対応するための予算が反映され
ています。また、教育費においては、空調設備
などの学校施設やＩＣＴ機器の整備により増加
しています。全体として昨年度並みの予算規模
となりましたが、限られた財源の更なる有効活
用を行うためにも、事業の「選択と集中」に努
めていきます。

【ポイント】
　性質別は大きく3つに区分され、「義務的経費」
とは、支出が義務づけられ毎年支出しなくては
ならない経費、「投資的経費」とは、道路改良
や施設整備などの経費、「その他の経費」とは、
各施設の維持補修費や各団体への補助金などの
経費になります。

【分析】
　「義務的経費」が対前年度比4.5％の増加、「投
資的経費」が対前年度比19.9％の減少となり、
総額150億5,635万円の予算規模となりまし
た。扶助費は、障がい者サービスや子育て支援
施策などの推進により増加傾向にあります。ま
た、道路橋梁や各施設の老朽化対策などにかか
る費用も今後増加することが見込まれます。

【歳出：目的別】

【歳出：性質別】

【目的別】とは、各種経費を「どのような目的に使うのか」によって分類したものです。

【性質別】とは、各種経費を「どのような経費に使うのか」という経済的性質別に分類したものです。

【特別会計最終予算の状況】
　特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税
や下水道使用料）で事業の支出が賄われている
会計で、26年度末現在で５会計あります。
　なお、下水道事業特別会計には公共下水道事
業のほかに農業集落排水事業、特定地域生活排
水事業が含まれており、長期計画の下、各事業
が進められています。

区　　　　分 26年度最終予算額

国民健康保険事業特別会計 41億7,908万9千円

国民健康保険診療所特別会計 8,768万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億7,166万9千円

簡 易 水 道 特 別 会 計 362万4千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 12億820万5千円

特別会計の状況について

総務費
19億1,837万9千円

総務費
19億1,837万9千円

議会費
1億8,647万2千円
議会費
1億8,647万2千円

その他
2,056万6千円
その他
2,056万6千円

衛生費
10億5,942万9千円
衛生費
10億5,942万9千円

労働・商工費
2億4,699万2千円
労働・商工費
2億4,699万2千円

土木費
9億1,034万8千円
土木費
9億1,034万8千円

災害復旧費
1,757万5千円
災害復旧費
1,757万5千円

消防費
5億6,631万9千円
消防費
5億6,631万9千円

民生費
46億3,106万円

民生費
46億3,106万円

農林水産業費
16億4,453万3千円
農林水産業費

16億4,453万3千円

教育費
17億4,114万3千円

教育費
17億4,114万3千円

公債費
21億1,353万8千円

公債費
21億1,353万8千円

歳出
目的

人件費
22億

1,783万7千円

人件費
22億

1,783万7千円

予備費
2,000万円
予備費
2,000万円

災害復旧事業費
1,757万5千円
災害復旧事業費
1,757万5千円

維持補修費
6,440万3千円
維持補修費
6,440万3千円

積立金
4億2,110万円
積立金
4億2,110万円

繰出金
15億
887万円

繰出金
15億
887万円

投資及び出資金・貸付金
3,200万円
投資及び出資金・貸付金
3,200万円

扶助費
26億

4,759万6千円

扶助費
26億

4,759万6千円

公債費
21億

1,243万8千円

公債費
21億

1,243万8千円普通建設事業費
22億9,102万8千円
普通建設事業費
22億9,102万8千円

物件費
15億

2,726万5千円

物件費
15億

2,726万5千円

補助費等
21億

9,514万2千円

補助費等
21億

9,514万2千円

その他経費
38.3％
その他経費
38.3％

義務的経費
46.4％
義務的経費
46.4％

投資的経費　15.3％投資的経費　15.3％

歳出
性質
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平成26年度一般会計の主な事業
総務企画部

・定住促進対策事業 4,720万円
・神埼市人口ビジョン・総合戦略策定支援業務委

託料 500万円
・歴史文化遺産を活かしたまちづくり事業
 667万円
・神埼市ブランド創造事業（菱焼酎ほか） 690万円
・千代田庁舎太陽光発電施設整備事業（H26年度

分） 3,375万円
・常備消防費 4億6,921万円

市民福祉部

・医療費助成事業（乳幼児～中学生、ひとり親家庭、
重度障害） 1億7,736万円

・保育士処遇改善臨時特例事業 1,022万円
・くらし応援商品券事業 2,693万円
・生活保護扶助費 　3億871万円
・障害者自立支援給付事業（介護・訓練等給付）
 5億7,819万円
・生きがい活動支援通所事業 3,958万円
・予防接種事業（風しん予防接種助成事業含む）
 9,664万円
・電気自動車等急速充電設備設置事業 1,124万円

産業建設部

・企業立地・支援対策事業 2,133万円
・神埼市地元購買力推進券事業（国経済対策含む） 
 5,259万円
・王仁博士顕彰公園整備事業 1,209万円
・農地中間管理事業 1,521万円
・クリーク防災機能保全対策事業 8,161万円
・小規模農業用施設整備事業 5,613万円
・農業基盤整備促進事業 5億7,287万円
・森林環境保全直接支援事業 4,264万円
・道路橋梁新設事業（単独・補助） 2億8,204万円

教育委員会

・神埼市小中学校英語教育推進事業 2,575万円
・小学校施設整備事業（空調設置、屋根・外壁改修）

 1億9,057万円
・小・中学校教育ICT振興事業（電子黒板、タブレッ

ト、端末整備など） 1億3,232万円
・放課後児童クラブ事業 3,422万円
・身近なユニバーサルデザイン推進事業（洋式ト

イレ設置） 560万円
・神埼中央公民館改修事業（H26年度分）
 5億1,327万円
・神埼市体育協会補助金 1,792万円

脊振支所

・城原川ダム関連生活環境整備事業 6,400万円

▲千代田支所太陽光パネル

▲農業基盤整備促進事業

▲タブレット端末授業風景

▲保育園の様子
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　平成26年度最終予算後の基金残高は約56億6,000万円です。市民１人当たり約17万円となります。 （単位：千円）

種　　　類 内　　　　　容 Ｈ26末残高見込 Ｈ25末残高

一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 長期的な財源調整を行うための基金 2,362,439 2,346,873
減 債 基 金 市債償還に必要な財源を確保するための基金 598,773 597,838
特 定 目 的 基 金 地域振興等特定の目的のために積立てる基金 2,277,386 2,301,539

小　　　計 5,238,598 5,246,250

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
財 政 調 整 基 金

国民健康保険事業の財源調整を行うための基金 69,490 36,477

下 水 道 事 業 基 金 下水道事業の健全な運営に資するための基金 355,215 320,708
簡 易 水 道 基 金 簡易水道事業の健全な運営に資するための基金 144 0

小　　　計 424,849 357,185
合　　　　　計 5,663,447 5,603,435

～ 事業の「選択と集中」を図り、「効率性」・「経済性」のある行政サービスに努めます ～

平成28年度から地方交付税が減少していきます

　平成26年度最終予算後の市債残高は約214億5,300万円です。市民１人当たり約66万円となります。� 　（単位：千円）

会　　　　　計　　　　　別
合　　計

一 般 会 計 下水道事業特別会計 簡易水道特別会計 診 療 所 会 計

Ｈ25年 度 末 残 高 16,134,646 5,767,466 6,300 13,152 21,921,564

Ｈ26年 度 末 残 高 見 込 15,579,645 5,849,055 6,300 17,532 21,452,532

増 減 額 △ 555,001 81,589 0 4,380 △ 469,032

※市債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債など地方交付税で後年度財源措置される分が約６割見込まれ、実質的な
市の負担は約４割となります。今後も有効かつ効果的な地方債（市債）を活用した財政運営に努めていきます。

　神埼市は、「市町村の合併の特例に関する法律」に基づき、合併市町村補助金を受けたり、地方交付税が多く交付
されています。このような財政措置は、合併後10 ヵ年間の優遇措置となっており、神埼市においては平成27年度
までで終了します。
　平成26年度に神埼市が受けた普通交付税額約44億7千万円に対しての優遇措置額は約９億2千万円で、この優遇
措置額は、平成28年度から5 ヵ年をかけて段階的に減額されることになります（下図参照）。
　なお、現在国において合併団体の行政経費の実情を把握した上で、普通交付税の加算見直しが行われているため、
優遇措置分は減少しますが、交付税全体の減少はやや緩やかになる可能性があります。
　地方交付税減少に伴い、厳しい財政状況が予想される中、将来を見据えた財政運営を図っていくためにも、財政
見直しなどによる「選択と集中」のバランスを図り、収入に見合った支出規模を基本とするうえで、更なる行財政改
革による「効率性」と「経済性」を高めながら財政の健全化に努めていきます。

基金（貯金）の状況について

地方債（借金）の状況について

（％）
地方交付税優遇措置の

推移イメージ
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100

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 （年度）

100

90
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0

9億2千万円
8億3千万円

6億4千万円

4億6千万円

2億8千万円

9千万円

※このグラフは、平成26年度の地方交付税を

　ベースに優遇措置分のみを考慮したものです。　
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

～
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
へ
～

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

市
税
納
期
の
お
知
ら
せ　
～
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
！
～

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

“
安
心
・
簡
単
・
確
実
”
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め

　

口
座
振
替
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
納
期
ご
と
に
届
け

出
た
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く
手
間
や
、
納
付
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
税
務
担
当
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
日
は
、
各
納
入
期
限
日
で
す
が
、
国
民
健
康

保
険
税
の
７
期
分
は
、
12
月
25
日
に
口
座
振
替
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付

　

全
国
の
提
携
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税

な
ど
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
納
付
機
会
や
利
便
性
向
上
の
た
め
、
銀
行

な
ど
金
融
機
関
以
外
で
納
税
を
可
能
に
し
た
も
の
で
、

バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
、
納

付
期
限
（
使
用
期
限
内
）
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◆
取
扱
金
融
機
関
◆

　

佐
賀
銀
行
本
店
（
各
支
店
）、
佐
賀
共
栄
銀
行
本

店
（
各
支
店
）、
佐
賀
東
信
用
組
合
本
店
（
各
支

店
）、佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
（
各
支
所
・
支
店
）、

佐
賀
県
信
漁
連
（
本
店
・
諸
富
営
業
店
）、
佐
賀

信
用
金
庫
本
店
（
各
支
店
）、
全
国
の
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

▼各期の納入期限日    

納付月 市県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税

　５月 １期 　６月１日 全期 　６月１日
　６月 １期　 ６月30日   １期　６月30日
　７月 ２期 　７月31日   ２期　７月31日
　８月 ２期　 ８月31日   ３期　８月31日
　９月   ４期　９月30日
１０月 ３期 　11月２日   ５期　11月２日
１１月   ６期  11月30日
１２月 ３期 　12月25日   ７期  12月28日
　１月 ４期 　２月１日   ８期　 ２月１日
　２月 ４期 　２月29日   ９期　２月29日
　３月  10期   ３月31日

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
が
あ

り
、
歩
行
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

方
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自

動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
に
つ
い
て
、

一
定
の
要
件
（
障
が
い
の
程
度
、
自

動
車
の
名
義
、
使
用
目
的
等
）
を
満

た
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
申
請
期
限　

　

５
月
25
日
（
月
）
ま
で

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
（
５
月

８
日
頃
発
送
予
定
で
す
。
減
免
申

請
を
さ
れ
る
場
合
は
納
付
し
な
い

で
く
だ
さ
い
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
）

・
運
転
免
許
証
（
運
転
さ
れ
る
方
の

も
の
）

・
自
動
車
検
査
証

・
認
印

※
家
族
運
転
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い

て
は
、
こ
の
他
に
通
院
証
明
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

・
減
免
は
身
体
障
害
者
な
ど
１
人
に

対
し
１
台
に
限
り
ま
す
（
普
通
車

含
む
）。

・
前
年
度
に
お
い
て
減
免
の
対
象
と

な
っ
た
軽
自
動
車
税
は
、
前
年
度

以
前
に
提
出
さ
れ
た
減
免
申
請
書

の
内
容
に
変
更
が
な
い
限
り
、
引

き
続
き
減
免
さ
れ
ま
す
の
で
手
続

き
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
平
成

27
年
度
新
た
に
普
通
車
の
減
免
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
の
継
続
を
中
止
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
市
民

税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご来場お待ちしております。

ご来場
記念も

用意し
ており

ます♪

〒842-0003　神埼市神埼町本堀3003-6
http://www.sanshin34.com/   TEL(0952)53-1221　FAX(0952)52-5535株式会社三神

日時：5/23（土）10：00～17：00
会場：㈱三神 ショールーム及び屋外特設会場

24（日）10：00～16：00

さんしん

住 まいるフェア2015
有
料
広
告

有
料
広
告

　
　

　
　

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

神
埼
市
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト

◎
問
い
合
わ
せ　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
４

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

生
活
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　

４
年
に
一
度
、
県
の
東
部
地
区
で
開
催
さ
れ
る

佐
賀
県
総
合
防
災
訓
練
が
、
平
成
27
年
度
は
、
神

埼
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
神
埼
市
も
大
雨
災
害
を
想

定
し
た
避
難
情
報
の
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【
訓
練
日
】
５
月
17
日
（
日
）

【
避
難
情
報
の
種
類
】

○
避
難
準
備
情
報
・
・
・
早

め
の
避
難
を
促
す
情
報

で
す
。

○
避
難
勧
告
・
・
・
災
害
が

発
生
す
る
危
険
性
が
高

ま
っ
た
時
に
、
避
難
を
呼

び
か
け
る
情
報
で
す
。

○
避
難
指
示
・
・
・
災
害
が

発
生
し
た
場
合
な
ど
、
急
を
要
す
る
時
に
避
難

を
呼
び
か
け
る
情
報
で
す
。

【
伝
達
訓
練
】

　

午
前
８
時
30
分
頃
、
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し

ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
《
チ
ャ
イ
ム
》
に
よ
り
伝
達
し

ま
す
。

　

午
前
９
時
頃
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
《
サ
イ
レ
ン
》
に
よ
り
伝
達
し

ま
す
。

※
市
が
行
う
防
災
メ
ー
ル
や
県
が
行
う
エ
リ
ア

メ
ー
ル
で
も
情
報
を
配
信
し
ま
す
の
で
、
避
難

情
報
の
内
容
を
再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
仕
事
や
生
活
な
ど
で
お
困

り
の
方
に
対
し
て
、
専
門
の
支
援
員
が
あ
な

た
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
他
の
専
門
機
関
と

連
携
し
て
、
解
決
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
「
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
」「
生
活
に
困
っ

て
い
る
が
、
ど
こ
の
窓
口
に
相
談
す
べ
き
か

分
か
ら
な
い
」・
・
・
そ
ん
な
時
は
、「
神
埼

市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

同
セ
ン
タ
ー
が
、
各
種
関
連
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
相
談
者
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

○
制
度
の
め
ざ
す
２
つ
の
目
標

・
生
活
困
窮
者
の
自
立
と
尊
厳
の
確
保

・
生
活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

○
生
活
困
窮
者
支
援
の
５
つ
の
か
た
ち

・
包
括
的
な
支
援

・
個
別
的
な
支
援

・
早
期
的
な
支
援

・
継
続
的
な
支
援

・
分
権
的
・
創
造
的

　

な
支
援
（
生
活
困

窮
者
の
参
加
の
場
や
働
く
場
を
官
と
民
、

民
と
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
協
働
し
て

い
く
こ
と
）

○
対
象
者

　
　

事
業
の
対
象
者
は
、「
現
に
経
済
的
に
困

窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
」で
す
。

た
だ
し
、法
が
目
的
と
す
る
「
自
立
」
に
は
、

日
常
生
活
自
立
や
社
会
生
活
自
立
も
含
ま
れ

ま
す
の
で
、
単
に
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人

に
限
り
ま
せ
ん
。

　
　

そ
の
た
め
、
社
会
的
孤
立
状
態
に
あ
る
人

な
ど
の
生
活
に
困
窮
状
態
に
あ
る
人
（
つ
ま

り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
）
の
ほ
か
、
制

度
の
狭
間
で
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い

状
態
に
あ
る
人
も
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。 

　
　

生
活
困
窮
者
は
、
多
様
で
複
合
的
な
課
題

を
有
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
相
談
に
つ
い
て
も
幅
広
く
受
け
止
め

て
い
き
ま
す
。

○
相
談
窓
口

　

神
埼
市
生
活
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

・
場
所　

千
代
田
町
直
鳥
１
４
２
番
地　

　

千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
２
Ｆ
）

　

☎
９
７
‐
６
７
３
０

・
開
所
時
間　

月
曜
～
金
曜　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
休
所
日　

　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
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各課からのお知らせ

　
　
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
を

通
じ
て
多
く
の
人
と
容
易
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
共
通
の
趣
味
を
持
つ
人

や
新
し
い
友
人
を
見
つ
け
や
す
く

な
っ
た
反
面
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か

け
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
に
潜
む
危
険
を
知
り

正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

相
談
事
例
１

　

ス
マ
ホ
の
広
告
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
、ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ
を
注
文
。

安
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
限

り
と
思
っ
て
注
文
し
た
が
、
２
回

目
の
商
品
が
届
き
、
定
期
購
入
に

な
っ
て
い
た
。

相
談
事
例
２

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
男
性
か
ら
メ
ル
友
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
い
た
が
、
別
の
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル

の
交
換
を
す
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
騙
さ
れ
た

の
で
払
い
た
く
な
い
。 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
掲
載
さ
れ
る
広
告
は

短
期
間
だ
け
掲
載
さ
れ
る
も
の
が

多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
後
に
広

告
を
確
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

ま
た
、
小
さ
な
文
字
で
定
期

購
入
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
と
確
認
を
し

て
購
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
表
示
さ
れ
る
広
告
や
登

録
す
る
情
報
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
広
告
の
み
で
な
く
、

広
告
か
ら
リ
ン
ク
さ
れ
た
先
の
通
販

サ
イ
ト
等
の
内
容
も
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
登
録
・
掲
載
す
る
個

人
の
情
報
に
つ
い
て
よ
く
確
認
・
検

討
し
ま
し
ょ
う
。 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ

た
相
手
を
安
易
に
信
用
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。 

　

有
料
メ
ー
ル
交
換
サ
イ
ト
で
被
害

に
あ
っ
た
場
合
、
サ
イ
ト
業
者
が
サ

ク
ラ
を
用
い
て
い
る
こ
と
の
証
明
は

困
難
で
あ
り
、
お
金
を
取
り
戻
す
こ

と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

◆
神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
の

　

ご
案
内

　

消
費
者
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

○
と
き　

　

毎
週
火
・
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

※
消
費
者
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
５
月

15
日
（
金
）
午
前
７
時
か
ら
Ｊ
Ｒ

神
埼
駅
構
内
で
県
下
一
斉
啓
発

キ
ャ
ン
ー
ペ
ン
を
行
う
予
定
で

す
。

◆
ア
ル
ミ
缶
８
４
０
㎏
を
回
収

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

３
月
17
日
、
神
埼
市
中
央
公
民

館
北
側
で
神
埼
市
消
費
者
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
ア
ル
ミ
缶
回
収
が
行
わ

れ
、
約
８
４
０
㎏
の
ア
ル
ミ
缶
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
日
程
は
市
報
や
チ
ラ
シ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い　

神
埼
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

　

市
で
は
、
消
費
者
月
間
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要
で
す
。

○
と
き　

５
月
12
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～

○
と
こ
ろ　

神
埼
中
央
公
民
館
第
１
研
修
室

○
テ
ー
マ　
「
最
近
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
対
処
法
」

○
講
師　

消
費
生
活
相
談
員
の
会
さ
が　
　

馬
場 

陽
子 

さ
ん

有
料
広
告
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70
歳
以
上
の
方
へ　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
！

今
年
も
開
催
！　

筋
力
ア
ッ
プ
養
成
塾　

参
加
者
募
集

体
力
測
定
を
実
施
し
ま
す

◎
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

『
歩
く
』『
食
べ
る
』『
意
欲
を

持
つ
』
な
ど
の
生
活
機
能
が
低

下
し
て
い
な
い
か
、
25
項
目
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
は
い
」
か
「
い

い
え
」
で
答
え
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、

後
日
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

結
果
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
介

護
予
防
教
室
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

教
室
」
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま

す
。

◆
対
象
者

　

神
埼
市
に
居
住
さ
れ
て
い
る

（
住
民
票
が
あ
る
方
）
71
歳
、

74
歳
、
77
歳
、
80
歳
、
83
歳
、

86
歳
、
89
歳
、
92
歳
、
95
歳
、

98
歳
、
１
０
１
歳
、
１
０
４

歳
の
方

　
（
平
成
27
年
４
月
１
日
基
準
）

※
た
だ
し
、
要
支
援
・
要
介
護

認
定
者
は
除
き
ま
す
。

　
◆
回
収
期
間

　

５
月
20
日
（
水
）
ま
で

　
　

対
象
者
に
は
、
各
個
人
あ

て
に
４
月
下
旬
に
郵
送
し
て

い
ま
す
。

※
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
回

答
し
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返

信
用
封
筒
で
高
齢
障
が
い
課

ま
で
速
や
か
に
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」は
提
出
さ
れ
ま
し
た
か
？

�

～「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」に
回
答
し
て
介
護
予
防
！
～

　

運
動
・
体
操
を
行
う
こ
と
で
、
い
き
い
き
と
楽
し
み
な
が
ら
介
護

予
防
を
図
り
ま
す
。
仲
間
の
方
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
心

身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
は
月
に
１
回
程
度
、
栄
養
や
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
講
話
を
行

う
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
「
若
返
り
い
き
い
き
教
室
」
も
あ
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。
詳
細
は
市
報
か
ん
ざ
き
６
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

神
埼
市
に
居
住
さ
れ
て
い
る

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

○
開
催
期
間

　

平
成
27
年
６
月
～

　
　
　
　

平
成
28
年
３
月

○
参
加
料　

１
回
２
０
０
円

○
申
込
締
切
日　

５
月
29
日
（
金
）

○
実
施
場
所
・
内
容
・
時
間

・
神
埼
地
区
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
）

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

　
（
木
曜
日
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

・
千
代
田
地
区

　
（
ミ
ニ
ボ
ー
ル
運
動
等
）

　

千
代
田
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
火
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

・
脊
振
地
区

　
（
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
等
）

　

脊
振
支
所
５
号
会
議
室

　
（
月
曜
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
い
ず
れ
も
月
に
よ
り
回
数

は
異
な
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に

　
　
　
　

参
加
し
ま
す
！

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
運
動
と

し
て
神
埼
・
千
代
田
・
脊
振

会
場
参
加
者
合
同
で
の
筋
力

ア
ッ
プ
養
成
塾
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
　

５
月
27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
と
こ
ろ　

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

　

多
目
的
室　

※
参
加
費
無
料

　

平
成
27
年
度
も
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
体
力
測
定
を
開
催
し
ま
す
。
ご

自
身
の
体
力
を
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
と
き　

６
月
13
日
（
土
）　

　

午
前
９
時
～
正
午（
受
付 

午
前
11
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館

※
参
加
費
無
料

　

３
月
17
日
、
神
埼
中
央
公
民
館
で
西
九
州

大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
上
城
憲
司

准
教
授
の
ご
協
力
の
も
と
、
筋
力
ア
ッ
プ
養

成
塾
受
講
終
了
者
へ
の
体
力
測
定
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
の
体
力
測
定
に
参
加
さ
れ
た
方

は
、
今
回
の
結
果
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
の
中
に
は
前
回
よ
り
結
果
が
良
く
な

り
、
１
年
間
の
筋

力
ア
ッ
プ
の
成
果

が
見
ら
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
「
筋
力
ア
ッ
プ

に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
運
動

す
る
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
た
。
ま

た
筋
力
ア
ッ
プ
に

参
加
し
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
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各課からのお知らせ

さ
わ
や
か
健
康
教
室　

参
加
者
募
集
！

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

さ
わ
や
か
健
康
教
室
で
は
、
講
義
や
調
理
実
習
、
視
察
研

修
を
通
し
て
「
食
」
や
「
健
康
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」「
栄
養
や
運
動
の

こ
と
を
学
び
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
！
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

　
　

　
　

　
　

今
年
も
開
催
！

　

神
埼
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
ご
協
力
を

◎
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
推
進
室　

生
活
環
境
係

　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

　

今
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
５
月
27
日
（
水
）

に
実
施
さ
れ
、
秋
田
県
の
潟か
た

上が
み

市し

と
対
戦
し
ま
す
。

　

神
埼
市
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
参
加
し
て
お
り
、
５
年
連
続
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
当
日
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
ご
参
加
い
た
だ
く
か
、
15
分
以
上
の
運
動
を
各
自

で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
メ
ダ
ル
の
種
別

・
金
メ
ダ
ル

　

参
加
率　

50
％
以
上

・
銀
メ
ダ
ル

　

参
加
率　

50
％
未
満
～
29
％
以
上

・
銅
メ
ダ
ル

　

参
加
率　

29
％
未
満

○
参
加
方
法

　

５
月
中
旬
に
当
日
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
お
知

ら
せ
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
自
で
運
動
を
行
っ
た
場
合
は
、
同
チ
ラ

シ
に
報
告
の
方
法
を
記
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

５
月
31
日
（
日
）
に
県
内
一
斉

「
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」
が
行
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
同
日
、
市
内
各

地
区
で
一
斉
清
掃
活
動
「
神
埼
市

ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
参
加

し
、
清
流
と
緑
豊
か
な
神
埼
市
の

自
然
環
境
と
快
適
な
生
活
環
境
を

自
ら
の
手
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
実
施
日
を

変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
地
区
の
案
内
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○場所　千代田町保健センター
　　　　（脊振地区、神埼地区の方は希望によりバス送迎）
○参加費　年間3,000円（調理材料費＋テキスト代）
○募集人数　30人（18歳以上。男女問わず）
○募集期間　５月７日（木）～５月15日（金）

開催日 午前（９：30 ～ 13：00） 午後

6月12日
（金）

開講式、オリエンテーション
調理実習

 

講義：食育、食品衛生、食品表示

6月30日 
（火）

講義：生活習慣病①
　　　メタボリック
　　　　シンドローム

調理実習
視察研修

13：00 ～　
　15：00

7月31日 
（金）

講義：生活習慣病②
　　　糖尿病 調理実習

楽しい健康体操
13：00 ～　
　14：00

8月28日 
（金）

講義：生活習慣病③
　　　高血圧症 調理実習

9月30日 
（水）

講義：生活習慣病④
　　　脂質異常症 調理実習

10月27日
（火）

講義：生活習慣病⑤
　　　ＣＫＤ（慢性腎臓病） 調理実習

11月17日 
（火） 特別講義 調理実習

１２月2日 
（水） 修了式、オリエンテーションン 食事会
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電
気
自
動
車
用

急
速
充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た

行
政
・
人
権
相
談ご相

談
く
だ
さ
い

本
年
度
か
ら
の
３
つ
の
計
画
が
完
成
し
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
推
進
室

　

生
活
環
境
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
２

◎
問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

◎
問
い
合
わ
せ　
（
男
女
共
同
）
市
長
公
室　
　

秘
書
広
報
係　
　
　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｄ
Ｖ
）
福
祉
課　
　
　
　

社
会
福
祉
係　
　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

　
　
　
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
）
高
齢
障
が
い
課　

高
齢
障
が
い
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
と
千
代

田
支
所
に
電
気
自
動
車
用
の
急
速

充
電
器
を
設
置
し
ま
し
た
（
有
料
）。

　

こ
れ
は
、
国
道
34
号
線
や
２
６

４
号
線
を
通
過
す
る
電
気
自
動
車

の
た
め
に
、
国
や
自
動
車
会
社
の

補
助
を
活
用
し
て
設
置
し
た
も
の

で
、
も
ち
ろ
ん
市
民
の
方
も
利
用

で
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金

　

５
分
･
･
･

　

２
５
０
円

※
た
だ
し
、

　

最
大
30
分

　

ま
で
。

　

行
政
相
談
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

委
員
が
、
役
所
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
の
意
見
や

要
望
を
受
け
付
け
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
促
進
し
、
こ
れ

を
行
政
の
制
度
お
よ
び
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る

も
の
で
す
。

　

市
内
で
は
、
次
の
方
が
「
行
政
相
談
員
」
と
し
て
、

皆
さ
ま
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
的
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
次
の
８
人
の
方
が
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
相
談
日
は
、
Ｐ
31
の
「
相
談
」
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▲千代田支所の充電器

神埼町保健センターの充電器▶

行
政
相
談　
（
４
月
１
日
現
在　

敬
称
略
）

　

杠
繁
美
（
神
埼
町
）、
實
松
清
典
（
千
代
田
町
）

　

倉
谷
勝
英
（
脊
振
町
）

人
権
擁
護
委
員
（
４
月
１
日
現
在　

敬
称
略
）

　
【
神
埼
町
】
實
松
常
夫
、
平
田
英
次
、
髙
栁
陽
子

　
【
千
代
田
町
】
永
濱
洋
、
野
中
節
子
、
渡
辺
勝
彦

　
【
脊
振
町
】
山
邊
信
弘
、
花
田
か
つ
え

第
２
次
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
・

　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
計
画

　

平
成
22
年
３
月
に
策
定
の
「
神
埼
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
基
本
計

画
」
が
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
本
年
度
か
ら
の
第
２
次
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
を
立

ち
上
げ
審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
３
月
26
日
、

同
審
議
会
髙
栁
陽
子
会
長

か
ら
松
本
市
長
へ
計
画
完

成
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
ま
で
の
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
目
標

の
達
成
へ
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
概
要
版
を
全
戸
配

布
し
ま
す
。

第
４
期
神
埼
市
障
が
い
福
祉
計
画

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
「
第
４
期
神
埼
市
障
が
い

福
祉
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
西
九
州
大
学
滝
口
真
教
授
を
委
員

長
と
す
る
「
神
埼
市
障
が
い
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、

審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
、
滝
口
委
員
長
か
ら
松
本
市
長
に
対
し
、
策
定

委
員
会
の
作
業
終
了
報
告
と
第
４
期
神
埼
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
案
）

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

神
埼
市
第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

「
神
埼
市
第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
あ
た
り
、
西
九
州
大
学
倉
田
康

路
教
授
を
会
長
と
す
る
「
神
埼
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、

審
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

３
月
に
実
施
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
全
３
回
に
わ
た

る
委
員
会
の
開
催
に

よ
り
、
計
画
（
案
）

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

３
月
30
日
に
倉
田
会

長
か
ら
松
本
市
長
に
対
し
、
委
員
会
の
作

業
終
了
報
告
と
第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
（
案
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
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一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
！　
平
成
27
年
度
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

各課からのお知らせ

　
　ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン「
な
な
つ
星
」か
ら

感
謝
状
の
贈
呈

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

現
在
も
人
気
を
博
し
て
い
る
、
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ

ン
「
な
な
つ
星
i
n
九
州
」
は
平
成
25
年
10
月
の
運

行
開
始
か
ら
１
年
５
ヶ
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

神
埼
駅
に
は
、
毎
週
土
曜
日
の
夜
に
約
30
分
間
停

車
し
、
乗
客
が
降
り
ら
れ
、
市
で
は
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
歴
史
や
観
光
の
紹
介
、
駅
北
口
の
卑
弥
呼
像
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
、
ま
た
国
営
吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
の
ご

協
力
の
も
と
、
物
見
や
ぐ
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
、

お
も
て
な
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
Ｊ
Ｒ
九
州
よ
り
、
心

温
ま
る
お
も
て
な
し
と
、
多
く
の

感
動
と
喜
び
を
あ
た
え
た
と
し
て
、

市
に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
３
月
の

Ｊ
Ｒ
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合

わ
せ
て
、
神
埼
駅
の
停
車
時

間
が
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

神
埼
駅
に
お
い
て
、
な
な

つ
星
へ
の
手
振
り
や
旗
振
り

な
ど
、
市
民
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
駅
ホ
ー
ム
に
入
場
さ
れ
る
場

合
は
入
場
料
が
必
要
で
す
）

※
神
埼
駅
停
車
時
間
（
土
曜
日
）

　
　

午
前
10
時
59
分
～

　
　
　
　

午
前
11
時
18
分
（
19
分
間
）

　

神
埼
市
役
所
の
平
成
27
年
度
新
規

採
用
職
員
16
人
が
入
庁
し
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
写
真
上
段
右
か
ら
】

社
会
教
育
課　
　

福
島　

康
一
朗

福
祉
課　
　
　
　

土
橋　

玄
輝

福
祉
課　
　
　
　

枝
吉　

雄
飛

税
務
課　
　
　
　

牟
田　

諭
司

建
設
課　
　
　
　

柴
田　

政
明

高
齢
障
が
い
課　

堀　

倫
大

商
工
観
光
課　
　

壇　

洋
介

税
務
課　
　
　
　

髙
山　

将
希

政
策
推
進
室　
　

松
山　

剛
士

【
写
真
下
段
右
か
ら
】

健
康
増
進
課　
　

福
嶋　

美
咲

仁
比
山
保
育
園　

田
原　

さ
や
か

市
長
公
室　
　
　

馬
場　

裕
子

西
郷
保
育
園　
　

坂
元　

美
帆

ち
よ
だ
保
育
園　

栗
山　

由
佳
子

健
康
増
進
課　
　

古
賀　

玲
名

高
齢
障
が
い
課　

今
村　

有
希

◆
新
規
採
用
職
員
の
抱
負
よ
り

・
生
ま
れ
育
っ
た
神
埼
市
を
、
よ
り
活
気
あ
る
市
に

で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

・
日
々
向
上
を
目
標
と
し
、
よ
り
よ
い
街
づ
く
り
の

た
め
尽
力
し
ま
す
。

・
市
職
員
と
し
て
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
仕
事
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
今
ま
で
の
出
逢
い
、
こ
れ
か
ら
の
出
逢
い
を
大
切

に
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
明
る
い
笑
顔
で
が
ん
ば
り

ま
す
。

・
笑
顔
を
大
切
に
、
地
域
の
方
々
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

新
規
採
用
職
員
一
同
、
神
埼
市
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
役
所 
退
職
職
員
（
３
月
31
日
付
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
在
職
中
は
本
当
に
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

糸
山　

勲
夫

田
中　

善
幸

末
次　

利
明　

一
番
ヶ
瀬 

義
幸

中
牟
田 

敏
彦

江
頭  

正
文

片
江  

愛
子

矢
ヶ
部 

恵
子

宮
崎  
朋
子

田
口  
圭
子

園
田  

信
子

川
原  

和
代
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

吉野ヶ里　遊・学・館　～５月の「野菜の日」～

◆８日（金）9：00 ～
　「ところてん」をおふるまい
　（先着30人）
◆18日（月）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
◎新規会員（出品者）を募集しています。
　詳しくはお問い合わせください。　
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店販売しています。

採れたて野菜
販売中！

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 18：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 18：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」

水車の里遊学館ギャラリー
とき・ところ 内　　　　　容 材料費・準備品 主　　　催

５月13日（水）
13：30 ～ 15：00

楽しい絵手紙　体験してみませんか？
初めての方、お気軽にどうぞ♪

200円
（ハガキ代ほか）

絵手紙サークル　根っこの会
　原　寿巳子　山口　政子

◎申込・問い合わせ　水車の里遊学館　☎53-8884　建設課　都市計画係　☎37-0103

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望される方は、使用日の10日前までに
申込書を提出してください。

◆開館時間　９：30 ～ 16：00
◆休館日　５月７日（木）、12日（火）、19日（火）、26日（火）
　　　　　※５日（火）は祝日のため開館

　公園は、シャクナゲが見頃を迎え、

つつじ、藤が咲き始めます。

　また、店頭ではタケノコが並び、皆

さんのお越しをお待ちしています。

※新規会員（出店者）を募集しています。

　〇年会費　3,000円

　〇申込受付　高取山公園

　　　　　　　☎51-9020

※詳しくは、「高取山公園わんぱく館」

までお問い合わせください。

『春の農作業安全運動』実施中！
　農繁期は農作業事故が多発する時期です。慣れた作
業でも思わぬ事故が発生することがありますので、慎
重に行いましょう。

【運動期間】

　５月１日（金）～６月30日（火）

◎問い合わせ
　農政水産課　
　農業水産振興係
　☎37-0117

・トラクター等を運転するときは、道路の路肩やほ場
の出入り口、傾斜地での転倒、転落に十分注意しま
しょう。

・作業を始める前には、農機具の取扱説明書の確認や、
整備点検を行い、安全な運転操作に努めましょう。

・機械の修理・点検や稲わら等を除去するときは、必
ずエンジンを停止させましょう。

・機械に衣服が巻き込まれないよう、作業に適した服
装で作業しましょう。
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　「家読（うちどく）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話してみませ
んか。これが「家読（うちどく）」です。
　神埼市立図書館には、家読オススメの本がありますよ。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00 ～
18：00

火曜日・祝日 神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 祝日・土・日曜日 社会教育課　社会教育係

☎44-2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 祝日・日曜日 脊振分館

☎59-2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「最高に贅沢な旅
� 憧れの寝台列車」
� JTBムック�JTBパブリッシング

「アヤカシさん」
� 富安　陽子／著　福音館書店

　風薫るさわやかな、５月です。
　お出かけしてみませんか？
　鉄道好きな方必読です。

　他の人に見えないものが見え
るケイとメイおばさん。アヤカ
シを名乗る正体不明のおじいさ
んに導かれ、ふしぎな体験を重
ねていく物語です。

５月のおすすめの本 

　＊ふるさと神埼＊をテーマに、「おろち伝説」「八天山に天狗がい
た」「おもやいどがしこでん」の読み語りがありました。
　地元の小学生のオペレッタや合唱で楽しみました！

2015年・第57回
こどもの読書週間　標語春休みのビッグおはなし会　

「本はキラキラ万華鏡」

　神埼まちおこしグループ 
  「アップかんざき」より市内
小・中学校と市立図書館へ
寄贈がありました。あり
　 がとうございました。
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　子育てに関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭

教育を応援するチームです。また、学校支援のボランティアもコーディネートしています。

と　き 内　　　容 場　所
５月13日（水）

10：30 ～ 14：30
ほっとサロン
　子育て中のお母さんや妊婦さんなど、お一人ででもお気軽に
どうぞ♪
　時間のある方は、おにぎりを持ってきて一緒に食べませんか。 神埼市中央公民館

１階和室

５月29日（金）
10：30 ～ 14：30

５月24日（日）
10：00 ～ 11：30

吉村春生先生を囲んで座談会
　「学校を休みがち」「うちの子ちょっと心配」など話してみま
せんか。秘密は守られます。

※どの会も参加は自由です。皆さんの参加をお待ちしています。詳細は、「おむすび５月号」（脊振公民館、神埼市役所、千

代田支所、保健センターなどに設置）をご覧ください。

◎問い合わせ　神埼市教育委員会　おむすびチーム　☎44-2731

家庭と学校と地域をギュッと結ぶ　“おむすびチーム”からのお知らせ

日 曜日 催　　物 開演 入場料 主　　催

５月２日 土 爆笑いろは座とチャリティー歌謡ステージ 10：00 2,000円 イヴェントハウス千代田
米光　☎090-2710-4516

5月14日 木 平成27年度神埼市老人クラブ連合会
千代田支部総会 ��9：30 無料 神埼市老人クラブ連合会千代田支部�

平　☎44-3475

5月31日 日 第６回バリアフリー神埼
チャリティー歌謡ステージ 10：00 無料 カラオケ喫茶ふるふる

原　☎44-6074
※問い合わせは、主催者へお願いします。
◎問い合わせ　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44-2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

家読（うちどく）モデル地区を募集！
○募集地区　市内から３地区
○取り組む事業
　①各地区の公民館で貸出文庫の設置や維持管理
　②毎月２回の貸出文庫の開設
　③年２回のおはなし会の開催
　④家読啓発のチラシ作成と発行
　⑤その他、地区の家読に関する事業
○要件
　読書に親しみながら、家族のコミュニケーションや

地域の交流を促進するための組織として活動できる
地域住民団体

○指定期間　２年間
○募集期間　５月31日（日）まで
※応募者は応募地区の代表者（区長または公民館長）

とします。

◎申込・問い合わせ　神埼市立図書館　☎53-2304
▲鳥羽院地区 ▲出来町地区

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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新人さんいらっしゃい講座
開催しました！

　７つのサークルで46人が体験し、27人がそれぞれ
のサークルに入会を決めました。今後とも見学、体験
できます。
　練習日や代表者の連絡先等はお問い合わせください。
◎問い合わせ　神埼市中央公民館　☎53-2325

矢山式　気功
（川副達夫さん）

健康推進
吹矢クラブ

（八嶋フヂヨさん）

健康ストレッチ
体操教室

（矢野十志江さん）

野菜中心の
料理教室

（竹重千枝子さん）

文化箏
（山田桂子さん）

太極拳
（橋本テルヨさん）

おじさん
コーラス神埼
（松永正美さん）

　自分の体と対話しながら、気（エネルギー）の流
れを良くする健康法です。毎週月・木曜日（午前）

　ＳＴＳテレビスタッフも飛び入りで吹矢を体験し
ていました。「当たれっ！」第２・第４金曜日（午後）

　「健康は二足歩行と噛む力」いつまでも自分の足
で立ち、おいしく食べるために今から運動を始めま
しょう。毎週月曜日（午前・午後）

　「料理をする時は口角を上げて作りましょう」野
菜がとびきりおいしくなる重ね煮を豆腐ハンバーグ
やみそ汁に入れると・・・！第３木曜日（午前）

　「手軽に　気軽に　和の音色」♪さくらさくら～
♪が弾けると次の曲にチャレンジしたくなりまし
た。第１・第３水曜日（午後）

　ゆるやかなスローモーションで筋力アップ。複雑
な動きは脳トレにも効果的です。毎週金曜日（午後）

　「声帯は筋肉です。鍛えれば鍛えるほど若くなり
ます」松永先生の美声に魅せられて。毎週水曜日（夜）

と��き ところ テーマ 講　師

５月７日（木） 神埼市中央公民館 開校式
市長講話「高齢者が元気なまちづくり」

神埼市長
　松本　茂幸　

〈受付〉９：30～　〈講義〉10：00～11：30
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、千代田支所を午前９時30分に出発します。ご利用の方は遅れないようにご

集合ください。

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

いきいき大学はいつでも入学できます。
脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添えてお申し込みください（平日午後５時
15分まで）。講座日の受付でも手続きできます。　【教材費】年間 1,000円
◎問い合わせ　社会教育課　社会教育係　☎53-2325
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☆子どもクラブ発表会を開催しました☆
　２月15日、千代田文化会館はんぎーホールで神
埼市子どもクラブ活動実績発表会が行われました。
市内８つの子どもクラブの児童生徒たちが一年間の
活動を振り返り、楽しかったことや思い出に残った
ことを元気な声で発表しました。
　参加したクラブは次のとおりです。

（以下発表順のとおり）
・中津・大野子どもクラブ
・大門子どもクラブ
・川崎子どもクラブ
・伏部子どもクラブ
・広滝東子どもクラブ
・鹿路子どもクラブ
・三丁目・協和町・犬の目子どもクラブ
・志波屋子どもクラブ

▲

中
津
・
大
野

　

子
ど
も
ク
ラ
ブ

▲
大
門
子
ど
も
ク
ラ
ブ

▲川崎子どもクラブ

▲鹿路子どもクラブ

▲広滝東子どもクラブ

▲志波屋子どもクラブ

▲伏部子どもクラブ

▲三丁目・協和町・犬の目子どもクラブ

神埼市中央公民館

　昨年度は、中央公民館改修工事のため、不定期開催でご
迷惑をおかけしておりましたが、５月からは毎月第２土曜
日に「土曜の夜のミュージックタイム」を開催します。お
誘い合わせのうえお越しください。

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

○と　き　５月９日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館　ロビー
○内　容　文化箏の演奏
○演　者　箏遊会
○曲　目　♪さくら　みかんの花咲く丘　四季の歌
　　　　　　学生時代　ドレミの歌♪　他

そうゆうかい

[ 出演者から一言 ]
文化箏（ミニ箏）は和琴と同じ優しい音色です。
春の宵を情緒豊かに過ごしましょう。

♪出演者募集中♪
自薦・他薦を問いません。お気軽にお電話
ください。

◎問い合わせ
　中央公民館係　☎53-2325
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神埼市子育て支援センターだより 申込締切日は開催日の3日前まで。（電話申込可）
予約多数の場合、お断りする場合があります。

＊ひだまりの会＊（対象：生後6 ヶ月からの未就園児） ５月のママサロン＊

ヨガ教室（ママサロン）

と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ

５月

7日（木）
全年齢児

こいのぼり作り 千代田町保健センター
14日（木） お砂場で遊ぼう 脊振2000年館
21日（木） 作って遊ぼう 千代田町保健センター
27日（水） 2歳以上児 リズム遊び 千代田町福祉センター

６月
4日（木） 全年齢児 かわいい手形

千代田町保健センター
11日（木） 0，1歳児 リズム遊び

と　き ところ
12日（火）

千代田町保健センター19日（火）

26日（火）

　子育て支援センタ－では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。子育てについ
て迷ったり悩んだりは誰にでもあります。電話や窓口などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談、お
問い合わせください。
○とき　月～金曜（祝日を除く）　9：00 ～ 16：00
◎申込・問い合わせ　神埼市子育て支援センター（千代田町保健センター内）　☎44-4908

　神埼市ファミリー・サポート・センターは、子育てのお手伝いをして
くださる方（提供会員）と、子育ての手助けをして欲しい方（依頼会員）
との相互支援活動を行う会員組織です。

　誰もが気兼ねなく援助を頼めるように、地域で安心
して子育てができるように支援していただく、ファミ
リー・サポート・センター事業の提供会員（保育サポー
ター）を募集しています。
　子育てを終えた方や子どもが好きで、子どもに関わ
る活動をしたい
と思っている方
など、ふるって
ご参加ください。

※いずれの企画も10：00～11：30で開催。

※ひだまりの会の詳しい内容は市のホームページでご覧になれます。

14日（木）…脊振2000年館の屋
根付きの広いお砂場で遊びます。
バケツやシャベルがある人は持っ
てきてね。現地集合・現地解散で
す。

27日（水）…講師の持丸先生をお
招きしてリズム遊
びをします。ちょっ
と運動不足のママ、
お子さんと一緒に
身体を動かしてみ
ませんか？

19日（火）…ヨガ教室の先生をお
招きして行います。正しい呼吸法
で心身共にリラックスしてみませ
んか？ゆったりした時間が流れま
すよ。動きやすい服装でおいでく
ださい。16人まで託児有り。５月
８日（金）から受付開始です。

▲

お
も
ち
ゃ
作
り

　

熱
中
・
無
心
・
楽
し
い
♡

▲調理実習中：さすがベテラン！▲保育実習中：かわいい手形作成中

専門の講師による
充実したカリキュラム

◎申込・問い合わせ　神埼市ファミリー・サポート・センター　☎44-4908

保育サポーター養成講座　受講者受付中
○実施日程
　６月３日（水）　（講義・調理実習）
　６月４日（木）、９日（火）、19日（金）
　　９：00 ～ 15：00　（講義・保育実習）
　６月24日（水）９：00 ～ 12：00（修了証書授与）
○場所　千代田町保健センター（講義・調理実習）
　　　　子育て支援センター（保育実習）
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日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医
※診療時間　午前９時から午後５時まで

月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

５月３日

（日）

みねこ皮ふ科クリニック
吉野ヶ里町吉田2154－3
☎51－1655（皮・アレ）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

５月４日

（月・祝）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

和田医院
千代田町嘉納1319－18
☎44－2046（内・小）

５月５日

（火・祝）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

５月６日

（水・祝）

ひらまつふれあいクリニック
吉野ヶ里町吉田2925－1
☎51-1110（内・胃）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

５月10日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

５月17日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

５月24日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394-1
☎55－6566（小）

５月31日

（日）

おおつぼ内科医院
神埼町本堀2504－1
☎52－1525（内）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

６月７日

（日）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

６月14日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

　佐賀中部広域連合では、平成27年度から平成29
年度までの第６期介護保険事業計画を策定しました。
　その計画内容について説明しながら、「介護保険
サービスってどんなのがあるの？」「要介護認定はど
うやって受けたらいいの？」など皆さんの疑問にお
答えします。ぜひご参加ください。（申込不要）

○日時　

　５月29日（金）
　午後２時～
○場所　
　神埼市中央公民館　講堂
　　◎問い合わせ　佐賀中部広域連合　総務課
　　　　　　　☎20-0800

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

介護保険制度に関する
住民説明会を開催します

こども健康カレンダー（５月１日～６月15日）
と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

５月

11日（月）あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満の乳児
18日（月）乳幼児相談 ��9：30～11：00 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

20日（水）
1歳6か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30

神埼町保健センター
平成�25年9月～10月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～4歳未満児
22日（金） 3～4か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30 千代田町保健センター 平成�27年1月～2月生
25日（月）乳幼児相談 �9：30～11：00 神埼町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

27日（水）
3歳児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成23年8月～9月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～4歳未満児

６月

1日（月）あかちゃん広場 13：15～13：30
神埼町保健センター

1歳未満の乳児
5日（金）すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 0歳～就学前までの乳幼児
8日（月）乳幼児相談 �9：30～11：00 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児
9日（火）リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ �9：30～10：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児
9日（火）ことばの相談(要予約) 13：30～16：30

神埼町保健センター
1歳～就学前までの幼児

15日（月）乳幼児相談 �9：30～11：00 0歳～就学前までの乳幼児

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係
　　　　　　　（神埼町保健センター）　　☎51-1234
　　　　　　　（千代田町保健センター）　☎44-2021

☆フッ化物塗布のご予約は、問い合わせ先までお願いします。
　(1歳6か月児健診及び3歳児健診では、希望者全員に実施します。)

健 康
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● 

募　

集 

●

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

市
営
住
宅
入
居
予
備（
登
録
）
者

有
料
広
告

有
料
広
告

神
埼
地
区
手
話
奉
仕
員　
　

　
　
　

要
請
講
座
受
講
生

神
埼
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　

艇
庫
（
カ
ヌ
ー
）
管
理
人

「
ひ
し
」
の
水
田
栽
培
を　
　
　

　
　
　
　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

神
埼
ブ
ラ
ン
ド
の
「
菱
焼
酎
」
や

「
ひ
し
ぼ
う
ろ
」
な
ど
の
原
料
の
安

定
的
な
確
保
を
目
指
し
て
、
水
田
栽

培
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
（
水
田
も

必
要
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

営
農
水
田
に
お
い
て
栽
培
の
全
作

業
お
よ
び
採
取
を
行
い
、
採
取
し
た

菱
の
全
量
を
提
供
（
有
償
）
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
栽
培
期
間

　

平
成
27
年
６
月
～

　
　
　
　

平
成
28
年
３
月

○
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
方
で
市
内
の
田

○
栽
培
規
模

　

５
ａ
程
度
（
５
畝
程
度
）

○
応
募
締
切　

５
月
29
日
（
金
）

申
・
問

政
策
推
進
室　

政
策
推
進
係

　

☎
３
７
‐
０
１
２
１

○
業
務
内
容

　

神
埼
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
艇
庫
）
受
付
、
施
設
管
理
、
安

全
管
理
、
技
術
指
導

○
募
集
人
数　

６
人
程
度

○
雇
用
期
間

　

６
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　

９
月
30
日
（
水
）

○
勤
務
形
態

・
土
、
日
、
祝
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

※
た
だ
し
、
７
月
18
日
（
土
）
か
ら

８
月
31
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
は
、

火
曜
日
以
外
毎
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

・
１
日
２
人
勤
務

・
休
憩
１
時
間
15
分

○
賃
金
（
時
給
）
８
１
０
円

○
応
募
資
格

　

カ
ヌ
ー
の
基
本
知
識
お
よ
び
指
導

知
識
を
有
す
る
方

○
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
付
）、

官
製
ハ
ガ
キ
（
返
信
先
記
入
）
を

社
会
教
育
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

５
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

・
持
参
の
場
合
、
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

・
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効

○
選
考
方
法

　

書
類
選
考
・
面
接
（
面
接
日
は
後

日
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

申

・
問

社
会
教
育
課　

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

　

〒
８
４
２
‐
８
５
０
２

　

神
埼
市
千
代
田
町
直
鳥
１
６
６
‐
１

　

既
存
の
市
営
住
宅
に
お
い
て
、
空

家
（
空
室
）
が
発
生
し
た
場
合
に
入

居
を
ご
案
内
す
る
入
居
予
備
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

現
在
、
申
し
込
み
を
さ
れ
、
ま
だ

入
居
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

も
、
再
度
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
書
の
配
布

　

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
建
設
課
で

配
布
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
８
日（
月
）～
６
月
19
日（
金
）

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申

・
問

建
設
課　

建
設
管
理
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

○
日
程

　

６
月
２
日
（
火
）
～

　
　
　
　

11
月
19
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

毎
週
火
曜
日
、木
曜
日
（
全
47
回
）

　
（
祝
、
祭
日
を
除
く
）

○
場
所
　

　

吉
野
ヶ
里
町
東
脊
振
公
民
館

　
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　

第
２
会
議
室

※
一
部
の
日
程
に
つ
い
て
、
変
更
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

　
　

神
埼
市
ま
た
は
吉
野
ヶ
里
町
に

お
住
ま
い
か
勤
務
さ
れ
て
お
り
、

ほ
ぼ
全
て
の
講
座
に
出
席
が
可
能

な
方

○
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
受
講
者
負
担

○
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

○
申
込
期
限　

５
月
29
日
（
金
）

申

・
問

吉
野
ヶ
里
町　

福
祉
課

　

☎
３
７
‐
０
３
４
３
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● 

お
知
ら
せ 

●

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

消
費
生
活
相
談
員
養
成
講
座
受
講
生

神
埼
そ
う
め
ん
ま
つ
り

糖
尿
病
公
開
講
座
参
加
者

職
業
訓
練
受
講
生
（
７
月
生
）

有
料
広
告

有
料
広
告

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

「
城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　

実

行

委

員

○
と
き

　

５
月
３
日
（
日
）
～
５
日
（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

○
と
こ
ろ

　

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園　

市
の
広
場

○
料
金　

３
０
０
円（
小
学
生
以
上
）

　
（
公
園
西
口
駐
車
場
、
臨
時
駐
車

場
及
び
県
営
エ
リ
ア
は
、
無
料
）

問

神
埼
そ
う
め
ん
協
同
組
合

　

☎
５
２
‐
１
２
３
９　

　

聴
覚
に
障
が
い
を
が
あ
る
方
に
、

話
の
内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て

伝
え
る
通
訳
者
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

○
場
所　

　

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

○
日
時
　

　

６
月
３
日
（
水
）
～

　
　
　

10
月
28
日
（
水
）

　

毎
週
水
曜
日
（
全
21
回
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３
，４
０
０

円
は
自
己
負
担
）

・
手
書
き
コ
ー
ス
（
20
人
）

　

教
材
費
６
０
０
円
を
ご
負
担
く
だ

さ
い

・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
（
10
人
）

　

v
i
s
t
a
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

○
申
込
締
切　

５
月
27
日
（
水
）

申
・
問

佐
賀
県
聴
覚
障
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
０
‐
７
７
０
０

　

地
域
の
「
ま
つ
り
」
を
一
緒
に
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
で
も
大
歓
迎
で
す
。
楽
し
み

な
が
ら
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
!!

○
内
容
　
　

　

ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り
の
企
画
、
運
営

な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申

・
問

城
原
川
ハ
ン
ギ
ー
ま
つ
り

事
務
局
（
農
政
水
産
課
分
室
内
）

　

☎
４
４
‐
２
１
９
８

　

佐
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
県

内
の
市
町
の
相
談
窓
口
で
は
、
消
費

生
活
相
談
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
消
費
者
行
政
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
に
、
消
費
生
活
相
談

員
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
消
費

者
問
題
を
基
礎
か
ら
勉
強
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
と
き　

　

６
月
21
日
（
日
）
か
ら
９
月
27
日

（
日
）
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

※
１
日
５
時
間
を
目
安
に
13
日
間
程

度
○
と
こ
ろ　

佐
賀
商
工
ビ
ル

○
募
集
定
員　

20
人
程
度　

○
費
用　

受
講
料
・
資
料
代　

無
料

　

○
応
募
資
格

　

次
の
①
②
の
両
方
を
満
た
す
方

①
県
内
在
住
で
消
費
者
問
題
に
つ
い

て
基
礎
か
ら
勉
強
し
た
い
方

②
消
費
生
活
専
門
相
談
員
ま
た
は
消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
取
得

を
希
望
す
る
方

○
申
込
締
切　

６
月
８
日
（
月
）

申

・
問

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

消
費
生
活
相
談
員
の
会
さ
が

　

☎
９
７
‐
７
４
２
３

○
と
き　

５
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
（
受
付　

12
時
～
）

○
と
こ
ろ

　

東
佐
賀
病
院
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
（
み
や
き
町
）

○
申
込
期
限　

５
月
21
日
（
木
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
糖
尿
病

弁
当
６
０
０
円
（
希
望
者
の
み
）

申

・
問

東
佐
賀
病
院

　
　
　

地
域
医
療
連
携
室　

　

☎
０
９
４
２
‐
９
４
‐
３
７
４
８

○
募
集
コ
ー
ス
お
よ
び
定
員

・
機
械
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
（
15
人
）

・
機
械
加
工
技
術
科
（
12
人
）

・
板
金
、
溶
接
施
工
科
（
15
人
）

・
電
気
設
備
施
工
科
（
18
人
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科（
18
人
）

・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
（
24
人
）

○
応
募
資
格

①
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

求
職
者
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
よ
り
受
講
指
示

ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け
た
方

②
機
械
加
工
技
術
科
は
お
お
む
ね
40

歳
未
満
の
方
対
象
コ
ー
ス
で
す

○
受
講
料　

無
料

○
訓
練
期
間

　

７
月
１
日
（
水
）
か
ら
12
月
25
日

（
金
）
ま
で
の
６
ヶ
月
間

○
募
集
締
切　

６
月
２
日
（
火
）

○
入
所
選
考

　

筆
記
試
験
と
面
接
を
６
月
９
日

（
火
）
に
実
施

○
応
募
方
法

　

最
寄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
相
談

の
う
え
、
応
募
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申

・
問

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

　

☎
２
６
‐
９
５
１
６



30市報かんざき 2015. ５月号

説明種目 月　　日 時　間 場　所 広報官より

全種目

５月16日（土）・17日（日）

10時～ 16時 神埼市中央公民館

　自衛隊には、いろいろな職種があ
り、いろいろな可能性があります。
少しでも興味のある方、自衛隊の制
度を聞いて、将来の選択肢の一つと
してお考えいただきたいと思います。
　お気軽にお越しください。

６月20日（土）・21日（日）

７月18日（土）・19日（日）

８月29日（土）・30日（日）
※説明種目：自衛官採用全種目（自候生・曹候生・航空学生・防大・防医大（医学・看護）・高等工科など

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　神埼市役所　市長公室　☎37-0088自衛官説明会案内自衛官説明会案内

平和を仕事にする

● 

相　

談 

●

国
の
名
勝
「
九
年
庵
」　　
　

　
　
　

春

の

一

般

公

開

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進　
　

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

　

紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
国

の
名
勝
「
九
年
庵
」。
春
も
期
間
限

定
で
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
あ
る
約
１
４
０
本
の
モ
ミ

ジ
や
足
元
の
苔
の
新
緑
に
色
と
り
ど

り
の
ツ
ツ
ジ
が
彩
り
を
添
え
ま
す
。

○
公
開
期
間

　

５
月
２
日
（
土
）
～
６
日
（
水
）

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時

○
美
化
協
力
金

　
（
高
校
生
以
上
）
３
０
０
円

○
駐
車
場　

仁
比
山
公
園

○
駐
車
料
金　

乗
用
車
…
５
０
０
円

○
主
催　

　

神
埼
市
・
神
埼
市
観
光
協
会

問

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

○
と
き　

６
月
６
日
（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
50
分

○
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
演
題　

　

地
域
で
考
え
る
災
害
時
の
備
え

○
講
師

　

日
本
赤
十
字
社
佐
賀
県
支
部　

　

廣
田
聡
さ
ん

問

神
埼
市
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク　

髙
栁

　

☎
５
２
‐
４
７
０
９

　

市
長
公
室　

秘
書
広
報
係

　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

神

埼

歩

こ

う

会

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

無

料

法

律

相

談

会

子
育
て
サ
ロ
ン『
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
』

　

毎
月
１
回
市
内
・
外
で
10
㎞
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
左
記
の
日
程

で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
例
会
に

参
加
さ
れ
る
か
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

５
月
８
日
（
金
）

　

午
前
８
時
20
分
集
合

※
弁
当
持
参
、雨
天
時
は
原
則
中
止
。

○
集
合
場
所　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
行
き
先　

甘
木
・
秋
月
（
バ
ス
）

○
距
離　

約
９
㎞

○
会
費
（
一
般
参
加
者
）　

　

２
０
０
円

問

江
頭　

☎
５
２
‐
３
８
６
６

　

平
成
27
年
度
か
ら
火
曜
日
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
お
友
だ

ち
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

○
と
き
・
内
容

【
５
月
】（
毎
週
火
曜
日
開
催
）

・
12
日　

手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ

　
　
　
　

う

・
19
日　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ス
コ
ッ
プ

　
　
　
　

を
作
ろ
う

・
26
日　

す
く
す
く
成
長
記
録
会
＆

　
　
　
　

園
庭
開
放
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
予
約
不
要
。
参
加
費
無
料
。
時
間

内
は
随
時
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

問

大
立
寺
園
幼
稚
園
・
子
ど
も
の
家

保
育
園　

☎
４
４
‐
３
１
４
４

　

融
資
の
申
し
込
み
、
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
※
相
談
無
料

○
と
き　

５
月
11
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２
‐
７
１
３
１
）

問

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

裁
判
所
で
は
、
５
月
３
日
の
憲
法

記
念
日
を
中
心
と
し
た
憲
法
週
間
行

事
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時
　
５
月
12
日
（
火
）

　
【
午
前
の
部
】

　

午
前
10
時
～
12
時
30
分

　
【
午
後
の
部
】

　

午
後
１
時
～
３
時

※
受
付
時
間
は
、
午
後
１
時
か
ら
２

時
30
分
ま
で

○
場
所
　

　

佐
賀
県
弁
護
士
会
館　

２
階

○
相
談
内
容

　

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、

架
空
請
求
、
振
込
詐
欺
、
相
続
、

夫
婦
・
親
子
関
係
な
ど

※
予
約
不
要
（
先
着
順
）。
相
談
時

間
は
20
分
程
度
。

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

佐
賀
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

総
務
課　

☎
２
４
‐
３
４
１
１

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

５
月
25
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０
‐
６
２
９
６
‐
７
５
５
０

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談

行政・人権相談

家庭児童相談・母子父子自立支援相談

消費生活相談

まずは法テラスへ

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

５月 1日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 １－１会議室
8日（金） 千代田支所 ２－３会議室

６月 5日（金） 神埼市役所 ３－３会議室東側
12日（金） 千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

５月
8日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
12日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
18日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

６月

1日（月）
9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室
千代田支所 １－１会議室西側

9日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
15日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 ３－２会議室
19日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室

※６月１日（月）は、「人権擁護委員の日」で一斉相談日になっています。
○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど
◎問い合わせ　市長公室　　　秘書広報係（本庁） 　☎37-0088
　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　　☎44-2111
　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　　☎59-2111

○と　き　５月21日(木）��10：00～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　５月18日（月）まで
◎問い合わせ
　神埼市役所　市長公室　☎37-0088

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
父子家庭等・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽
にご相談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　�9：00～ 12：00、13：00～ 16：00
○ところ・問い合わせ
　神埼市役所　福祉課　☎37-0110

　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ　法テラス佐賀　☎050-3383-5510

と　き　 ところ・問い合わせ
毎週火・金曜日

��9：00～12：00
13：00～15：00

神埼市役所��商工観光課��☎37-0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37-0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942-96-5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52-2181

毎　　日 ��9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24-0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談可能です。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　５月８日（金）15：00～ 17：00
○ところ　千代田町保健センター
○定　員　３人（１人40分程度）
※予約が必要です（当日11：00まで受付）
◎予約・問い合わせ
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37-0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く）�8：30～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44-5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44-2384

アバンセの女性総合相談
【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　５月２日（土）、21日（木）
　　　　　13：00～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　５月16日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ
　アバンセ女性総合相談　☎26-0018

○と　き　　５月21日（木）　13：30～ 16：30
○ところ　　脊振町高齢者生活福祉センター
○受　付　　５月18日（月）まで　　※要予約
○定　員　　６人（１人30分）
◎問い合わせ
　神埼市社会福祉協議会　脊振支所　☎59-2227

〇相談日　毎日（年末年始を除く）　９：00～ 16：00
　　　　　（アバンセ休館日は電話相談のみです）
〇弁護士相談
　第２・第４金曜日　10：00～ 12：00（予約制・要相談）
◎問い合わせ
　佐賀県交通事故相談所（佐賀県くらしの安全安心課）
　☎25-7061

弁護士無料法律相談（社会福祉協議会）

交通事故相談
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　平成27年度がスタートして１ヶ月。

　新年度スタートの慌ただしさも少しは落ち着いて

きた頃でしょうか？

　毎度お馴染み（？）『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』ナビゲー

ターのおのくみこです。

　ＦＭ佐賀で毎週水曜日お昼12時から12時55分ま

で、皆さんの神埼市の魅力を沢山の方に知ってもら

おうと、平成21年４月にスタートした『ＭＹ ＤＥ

ＡＲ神埼』も、嬉しいことに今年の４月１日で７年

目を迎えることができました。

　こうやって毎年新しい年度を迎えることができる

度に、いつも私達スタッフを暖かく迎えてくださる

神埼市民の皆さんと、優しく理解があって何でも相

談できる神埼市役所の皆さんへの感謝の気持ちで

いっぱいです。本当にありがとうございます。

　しかも今年度は、平成18年３月20日に脊振村、

神埼町、千代田町の３町村が合併し、今の神埼市が

誕生してから10周年を迎える、神埼市と市民の皆

さんにとって、大変大切な年。そんなとっても大事

な年にまた１年間、神埼市の皆さんと一緒に過ごせ

ることが何よりも嬉しくワクワクが止まりません

(*´艸｀*)うふふ。

　当然『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』も全力で神埼市の合

併10周年を盛り上げていきますので。どうぞご期

待ください！番組の中ではもちろんのこと、番組以

外でも『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』のＦＢ（フェイス・ブッ

ク）や、ツイッター、ユーストリームのオマケ配信

などを駆使して10周年記念に関する行事やイベン

トの告知などを神埼市内外にしっかりとお伝えして

いきますので、どうか今まで以上に『ＭＹ ＤＥＡＲ

神埼』から発信される情報をチェックしておいてく

ださいね！

　そして皆さんに、「神埼のことなら、ＭＹ ＤＥＡ

Ｒ神埼を聞いていれば大丈夫!!」そう言って頂ける

番組を目指し、これから

また１年（５月号なので

正確には11 ヶ月ですね

…）神埼市と市民の皆さ

んのお役に立つラジオ

放送を目指してスタッ

フ一同神埼市内を走り

回ります!!

　皆さんも神埼市内でＦＭ佐賀の取材車や私達を見

かけたら気軽に声をかけてくださいね！

　そして、一緒に神埼市の合併10周年を華々しく

祝っていきましょう！

　今年度もまた１年間「ＭＹ ＤＥＡＲ神埼」と、ワ

タクシおのくみこをどうぞ宜しくお願い致します

(^o^)v

『ＭＹ ＤＥＡＲ神埼』ナビゲーターおのくみこ☆

第１回
「～７年目のありがとー♪と
　　　　合併10周年を前に♡ ～」
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　４月５日に開催された「さが桜マラソン2015」では、約

8,500人のランナーが春の神埼市を駆け抜けました。市内か

らは160人がエントリーされ、115人が完走されました。

　今大会は明け方まで雨が降りレースへの影響が心配されま

したが、沿道で応援してくださった方や、ボランティアスタッ

フの方々のおかげで大成功のうちに終えることができ、マラ

ソン情報サイト「ＲＵＮＮＥＴ」で高評価を得ています。

　交通規制へのご協力など、開催にご協力いただいた皆さま、

本当にありがとうございました。

▲今年もたくさんのおふるまい

▲ランナーとハイタッチ

桜の下を・・・▶

▲

千
葉
真
子
さ
ん
と
ハ
イ
タ
ッ
チ

▲

楽
し
く
応
援
♪ ▲

ど
こ
ま
で
も
続
く
選
手
の
帯

４/５
（日）

大会運営にご協力いただきありがとうございました

さが桜マラソン2015
SAGA SAKURA MARATHON
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▲神埼中学校吹奏楽部

▲神埼高校吹奏楽部

▲給水所で声援
　（ボランティアの方々）

▲千代田中学校吹奏楽部

▲神埼清明高校音楽部

▲給食のぜんざい
　（神埼市食生活改善推進協議会）

※ポータルサイト「ＲＵＮＮＥＴ」への投稿コメントから抜粋

あったかいんだか
ら～　ありがとう。
コース良し。エイ
ド良し。応援良し。

また今年も大変お世話に
なりありがとうございま
した！こんな感動感動の
大会に参加させていただ
いたことがタイムなんか
より凄く幸せです。

平坦な道で、応援も多く、走りやすい

コースです。吉野ヶ里公園まではピク

ニックに行っている気分が味わえます。

吉野ヶ里公園で卑弥呼の時代を感じま

した。また、エイドステーションの充

実がすばらしかったです。佐賀の方の

おもてなしの心に、お腹も胸もいっぱ

いになって、とても楽しい一日でした。

　桜マラソン、万歳！！ありがとうご

ざいました。

フルの大会になってから３年連続で参加しています。今回、

お天気は予想に反して晴れて暑くなり、後半苦戦しまし

たが、走りやすいコース設定、エイドの充実、沿道の応援

etc、どれをとっても非の打ちどころがないくらい素晴らし

い大会だと思います。

▲神舞太皷

▲給食の神埼そうめん
　（神埼そうめん協同組合）

▲後片付け
　（ボランティアの方々）

ボランティアとスタッフが「おもてなし」の心で大会を盛り上げました

～ランナーの声～

みんなで お＊も＊て＊な＊し
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シ
リ
ー
ズ 

15

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

一人で悩まず、お気軽にご相談下さい
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK・まずはお電話を

◆ゆっくり・しっかり・楽しく学びたい初心者の方
　月額 12,000円（税別・１レッスン２時間、週１回×４）
◆「わからないところだけ教えて欲しい」経験者の方
　１回からレッスン可能です

上峰町坊所3231－1－1－201 上峰中から300ｍ 駐車場完備

予約制　まずお電話を！担当：飯田恵子

土・日・祝も営業
（不定休）0952－52－8110

パソコン個別指導　生徒さん募集

ケイアンドジェイぱそこん教室

一人一人に合った
ご指導をします
ので安心です！
楽しくアットホー
ムな教室です。

随　時
入会可

　

神
埼
市
内
に
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
技
術
の
向
上
や
交
流
の
輪
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
軽
快
な
音
楽
で
、
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
も
楽
し
ま
せ
て
い
る
「
ウ
ク

レ
レ
愛
好
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

ウ
ク
レ
レ
愛
好
会

　

ウ
ク
レ
レ
は
、
ギ
タ
ー
を
小
さ
く
し

た
形
の
４
弦
の
弦
楽
器
で
軽
快
な
音
を

奏
で
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
楽
器
で
す
。

　

愛
好
会
は
約
８
年
前
に
活
動
を
始
め
、

現
在
は
藤
永
正
弘
さ
ん
を
中
心
に
８
人

の
会
員
が
、
毎
週
土
曜
日
に
千
代
田
町

の
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
や
保
健
セ
ン
タ
ー

で
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

ジ
ャ
ン
ル
は
、
童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡
曲
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
こ

の
ほ
か
中
国
語
に
よ
る
歌
な
ど
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
の
コ
ー
ド
、

演
奏
上
の
注
意
点
や
難
し
い
箇
所
な
ど

を
全
員
で
確
認
し
な
が
ら
、
何
度
も
繰

り
返
し
て
進
め
、
よ
り
良
い
演
奏
を
目

指
す
意
気
込
み
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
休
憩
時
間
中
は
、
冗
談
や
楽
し

い
会
話
が
飛
び
交
い
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

練
習
の
成
果
は
施
設
訪
問
の
ほ
か
、

日
中
文
化
交
流
、ひ
し
の
里
、夏
祭
り
、敬

老
会
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
演

し
、
目
的
や
季
節
に
合
わ
せ
た
演
奏
を

披
露
し
て
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。ま
た
出
演
依
頼
が
あ
れ
ば
、積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

会
員
か
ら
は
「
頭
が
活
性
化
さ
れ
て

健
康
に
良
い
」「
自
宅
で
一
人
で
も
楽

し
め
る
」「
楽
器
演
奏
が
好
き
」「
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
め
る
こ
と
が
励
み
に
な

る
」「
曲
を
暗
記
し
て
い
な
い
た
め
、
譜

面
か
ら
目
が
離
せ
な
い
」「
曲
に
合
わ

せ
て
歌
う
こ
と
が
難
し
い
」
な
ど
、
毎

週
の
集
ま
り
や
自
宅
で
の
練
習
の
楽
し

み
と
と
も
に
、
上
達
す
る
上
で
の
苦
労

の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
藤
永
さ
ん

は
、
ウ
ク
レ
レ
の
楽
し
さ
を
も
っ
と
広

め
て
、
会
員
を
増
や
し
た
い
と
、
希
望

者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

◎問い合わせ
　藤永　正弘さん
　☎090-3323-1314

有
料
広
告

有
料
広
告
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�

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

彼
方
此
方
の
山
野
に
桜
日
本
か
な

�

藤
山　

初
次

落
選
の
事
務
所
の
机
フ
リ
ー
ジ
ア

�

牟
田
口
則
子

山
吹
の
花
に
縁え
に
し

の
恋
模
様

�

香
月
富
士
雄

嫁
菜
飯
母
の
手
許
の
塩
加
減

�

松
本　

都
子

押
せ
押
せ
と
せ
が
む
ブ
ラ
ン
コ
三
才
児

�

田
原
ひ
よ
子

一
面
に
石
段
を
染
め
桜
か
な

�

東
島　

万
喜
子

最
後
か
な
ク
ワ
の
柄
も
折
れ
竹
の
子
も

�

井
上　

豊
美

花
散
ら
す
雨
や
大
地
の
糧
と
な
り

�

畑
石
蝌
蚪
子

笛
吹
く
と
心
の
憂
さ
の
花
へ
飛
ぶ

�

廣
瀬
ピ
ヨ
子

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

チ
ョ
イ
回
り
孫
の
顔
で
も
見
て
行
く
か

�

森
崎　

寛
次

気
分
ま
で
軽
く
な
り
ま
す
春
の
く
つ

�

若
菜　

花
子

春
風
が
前
へ
進
め
と
背
な
を
押
す

�

吉
村　

民
子

父
さ
ん
に
留
守
番
頼
み
行
く
旅
行　
　
　

�

田
中　

雅
代

指
遊
び
共
に
向
き
合
い
脳
磨
く

�

眞
島　

壽
子

森
林
浴
静
か
に
パ
ワ
ー
蓄
え
る

�

佐
藤
久
仁
子

夫
婦
し
て
磁
石
の
よ
う
に
生
き
て
い
る

�

眞
島　

永
冶

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
プ
ラ
イ
ド
載
せ
な
が
ら

日
日
の
明
け
暮
れ
地
球
の
自
転

�

中
原　
　

幸

木
蓮
の
つ
ぼ
み
や
う
や
く
ふ
く
ら
み
て

青
空
に
向
け
春
を
呼
び
を
り

�

坂
井　

栄
子

ゆ
く
り
な
く
見
つ
け
し
れ
ん
げ
の
花
群
に

今
日
も
会
い
た
く
遠
回
り
す
る

�

城
島　

孝
子

生
か
さ
れ
て
喜
び
胸
に
抱
き
つ
つ

初
御
代
桜
に
友
と
集
ひ
ぬ

�

田
中　

と
代

校
庭
の
少
年
球
児
の
透
る
声

春
の
大
空
に
響
き
木
霊
す

�

納
富　

茂
子

中
空
に
小
さ
く
か
た
き
白
木
蓮

春
の
日
射
し
に
ふ
く
ら
み
早
し

�

前
山　

ツ
タ
エ

〈
千
代
田
　
石
田
千
津
代
〉

葦
生
ふ
る
湖
人
の
ふ
る
里
穂
の
揺
れ
に

次
郎
が
ひ
ょ
い
と
出
づ
る
ま
ぼ
ろ
し

弥生の丘マルシェ
５月２日（土）～５月５日（火・祝）

吉野ヶ里
歴史公園から

県内外から28店の魅力的なハンドメイド作品が集結！
あなたもお気に入りの一点を探してみませんか？

◎問い合わせ　吉野ヶ里公園管理センター　☎55-9333

ステージスケジュールや出店情報については、
弥生の丘マルシェ Facebookページまたは公園
HPにてご確認ください。
○場所／市の広場

グ

ルメ
コーナー

神

埼そ
うめん流しまつり

吉

野ヶ
里コンサート

地
元の逸品グルメを召し上がれ！

第
34回

３日（日）～５日（火・祝）
開催時間／ 11：00 ～ 14：00
参加費／ 300円（食べ放題）
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S
H

IH
O

U
 K

A
N

Z
A
K
I

王
仁
博
士
生
誕
地（
韓
国
霊
岩
郡
）で
春
享
大
祭
に
参
加

神
埼
市
訪
問
団
40
人
が
参
加

霊
岩
郡
と
神
埼
市
の
さ
ら
な
る
交
流
発
展
を
約
束

　

４
世
紀
頃
に
漢
字
（
千
字
文
）
や
論
語
を
は
じ
め

百
済
文
化
を
日
本
へ
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
王
仁
博
士

の
生
誕
地
を
、
神
埼
市
か
ら
の
訪
問
団
が
４
月
８
日

か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　

韓
国
全
羅
南
道
霊
岩
郡
に
あ
る
王
仁

博
士
遺
跡
地
で
は
、
毎
年
４
月
に
王
仁

博
士
春
享
大
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

霊
岩
郡
か
ら
の
招
待
を
受
け
て
松
本
市

長
と
神
埼
市
議
会
議
員
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。ま
た
、神
埼
町
竹
原
地
区
の

方
々
や
市
民
有
志
も
訪
問
団
に
加
わ
り
、

総
勢
40
人
で
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
霊
岩
郡
庁
を
表
敬
訪
問
し
、
松
本
市
長
は
「
神
埼
市
で
取
り
組

ん
で
い
る
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
へ
の
百
済
門
建
立
に
関
し
、
理
解
と
支
援
を

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
」
と
お
礼
を
述
べ
、「
王
仁
博
士
を
縁
と
し
た
文

化
的
な
交
流
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
満
開
の
桜
の
も
と
王
仁
博
士
遺
跡
地
で
開
催
さ
れ
た
春
享
大
祭

に
参
加
。
王
仁
博
士
の
お
墓
が
あ
る
大
阪
府
枚
方
市
の
関
係
者
や
駐
大
韓
民

国
全
権
特
命
大
使
な
ど
も
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ
、
厳
か
に
式
典
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
夜
に
は
、
霊
岩
郡
主
催
の
歓
迎
会
で
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、

田ち
ょ
ん

東ど
ん

平ぴ
ょ
ん

霊
岩
郡
守
は
「
王
仁
博
士
が
残
さ
れ
た
疎
通
と
共
生
の
精
神
を
大
切

に
、
今
後
も
神
埼
市
と
の
交
流
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲歓迎会で
　あいさつされる
　田東平郡守

▲霊岩郡庁玄関で記念撮影

▲

伝
統
的
な
韓
服
を

　

ま
と
っ
て
の
式
典

▲

竹
原
の
王
仁
博
士
顕
彰

　

公
園
に
建
立
予
定
の

　

百
済
門

有
料
広
告
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